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ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

柴

山
　

太

は
じ
め
に

　

ド
イ
ツ
が
降
伏
し
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
が
最
高
潮
に
達
し
た
、
一
九
四
五
年
五
月
、
イ
ギ
リ
ス
軍
部
は
、
英
首
相
ウ
イ
ン
ス
ト
ン
・
Ｓ
・

チ
ャ
ー
チ
ル
（W

inston S. C
hurchill

）
に
作
成
を
命
じ
ら
れ
た
、即
座
に
実
行
可
能
な
対
ソ
連
用
の
戦
争
計
画
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、

英
連
邦
軍
と
ア
メ
リ
カ
軍
の
連
合
軍
に
よ
る
、
対
ソ
奇
襲
攻
撃
用
の
戦
争
計
画
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
当
時
、
米
側
が
こ
の
計
画
策
定
に

関
与
し
た
証
拠
も
な
い
し
、
ま
た
、
計
画
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
も
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

（O
peration “U

N
T

H
IN

K
A

B
L

E
”

）
と
命
名
さ
れ
た
戦
争
計
画
は
、
英
政
府
内
部
で
の
最
初
の
本
格
的
な
対
ソ
戦
争
計
画
に
な
っ
た
。（
こ

れ
以
外
の
対
ソ
戦
争
計
画
は
純
粋
に
研
究
用
で
あ
り
、
そ
の
基
本
は
一
九
五
五
年
以
降
の
英
ソ
戦
争
を
前
提
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
た（

1
）。）

こ
の
戦
争
計
画
の
実
現
性
を
考
え
る
際
、
一
九
四
五
年
四
月
一
二
日
、
米
大
統
領
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
Ｄ
・
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
（F

ranklin D
. 

　
（
一
四
〇
七
）
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R
oosevelt

）
が
急
死
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
、
実
質
的
に
英
米
側
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
あ
と
を

継
い
だ
新
大
統
領
ハ
リ
ー
・
Ｓ
・
ト
ル
ー
マ
ン
（H

arry S. T
rum

an

）
は
大
統
領
職
の
重
責
に
苦
し
み
、
ま
た
就
任
以
前
た
い
し
た
経
歴

も
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、彼
は
、チ
ャ
ー
チ
ル
の
華
麗
な
る
経
歴
と
経
験
そ
し
て
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
の
深
い
友
情
関
係
を
基
礎
と
し
た
「
秘

密
の
情
報
と
取
り
決
め
」
に
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

　

歴
史
家
ル
イ
ス
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
が
こ
の
戦
争
計
画
立
案
の
動
機
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
が
、
推
測
の
域
を
出
て
い
な
い
。
当
時
、

ソ
連
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
す
で
に
完
全
に
占
領
し
て
お
り
、
同
問
題
は
こ
の
戦
争
計
画
の
引
き
金
に
な
れ
る
軍
事
的
状
況
を
と
も
な
っ
て
い
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ト
リ
エ
ス
テ
問
題
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
み
な
ら
ず
ト
ル
ー
マ
ン
も
軍
事
的
な
衝
突
覚
悟
で
対
応
し
て
い
た
問
題
で
あ

っ
た
。
い
わ
ば
、
引
き
金
に
な
れ
る
軍
事
的
状
況
を
と
も
な
っ
て
い
た
。（
ト
リ
エ
ス
テT

rieste

は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
発
音
す
る
と
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
アV

enezia G
iulia

と
い
う
地
域
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
、
英
語
で
発
音
す
る
と
ベ
ネ
ジ
ア
・
ギ
ウ
リ
ア
と
な
る
。
同

地
域
は
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
で
表
現
す
る
とJulijska K

rajina

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
、
地
名
は
原
則
的
に
、
イ
タ
リ
ア
語
の

表
記
と
す
る
が
、
英
米
人
に
よ
る
発
言
・
文
書
の
引
用
文
中
に
お
い
て
は
英
語
表
記
を
使
用
す
る
。
ま
た
、
ト
リ
エ
ス
テ
と
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・

ジ
ュ
ー
リ
ア
に
関
し
て
は
、
文
脈
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
。）「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
が
、
ア
メ
リ
カ
の
参
加
を
不
可
欠
と
し
て
い
た
だ

け
に
、
英
米
両
軍
が
密
接
に
連
携
し
て
軍
事
行
動
を
行
っ
て
い
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
問
題
は
「
便
利
な
」
引
き
金
に
な
り
え
た
。

な
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
で
武
力
行
使
を
考
え
た
こ
と
が
一
度
も
な
い
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
問

題
に
関
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
大
統
領
就
任
直
後
を
除
け
ば
、
積
極
的
に
ア
メ
リ
カ
の
関
与
を
進
め
た
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
戦
後
欧
州
・

地
中
海
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
関
与
を
あ
れ
ほ
ど
嫌
が
っ
て
い
た
こ
と
と
比
べ
て
対
照
的
で
あ
っ
た
。
か
く
て
、
こ
の
地
域
で
、
ま
ず
は
ユ
ー
ゴ

ス
ラ
ビ
ア
と
の
限
定
戦
争
が
勃
発
し
、
そ
れ
が
触
媒
と
な
っ
て
、
ユ
ー
ゴ
の
後
ろ
に
い
る
ソ
連
と
の
全
面
戦
争
に
発
展
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ

オ
は
、
実
現
可
能
性
が
あ
っ
た（

2
）。

　
（
一
四
〇
八
）
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と
は
い
え
、
本
論
文
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
問
題
だ
け
が
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
立
案
を
促
し
た
問
題
で
あ
っ
た
と
は

論
じ
な
い
。
む
し
ろ
、
同
問
題
は
、
あ
く
ま
で
も
可
能
性
の
あ
る
軍
事
的
引
き
金
候
補
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
裏
に
は
、
地
中
海
と
中
・
東
欧

で
の
戦
後
新
秩
序
の
全
体
的
な
あ
り
方
へ
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
懸
念
が
あ
っ
た
。（
も
ち
ろ
ん
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
も
そ
の
一
部
を
構
成
し
た
こ
と

は
間
違
い
が
な
い
が
、
一
九
四
五
年
三
月
、
彼
は
こ
の
問
題
で
は
ア
メ
リ
カ
は
動
か
な
い
と
判
断
し
て
い
た
。）
当
時
、
彼
は
、
軍
事
的
手

段
を
行
使
し
て
も
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
の
パ
ー
セ
ン
ト
合
意
、
さ
ら
に
は
一
九
四
五
年
二
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
で
決
め
ら
れ
た
事
実
上
の
勢

力
圏
の
線
引
き
を
く
つ
が
え
し
た
い
と
い
う
願
望
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト

の
政
策
を
大
転
換
し
、
地
中
海
問
題
さ
ら
に
は
欧
州
問
題
全
般
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
関
与
を
促
進
し
て
行
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
研
究
者
の
間
で
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
を
め
ぐ
っ
て
、
第
三
次
世
界
大
戦
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
当
時
の
英
米
政
策

決
定
者
の
発
言
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
実
体
が
な
い
レ
ト
リ
ッ
ク
や
恐
怖
の
叫
び
と
し
て
あ
つ
か

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
の
研
究
と
チ
ャ
ー
チ
ル
の
そ
れ
へ
の
固
執
は
、
政
策
決
定
の
レ
ベ
ル
で
実
体
が
存
在

し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
の
過
程
に
お
け
る
確
執
と
い
う
も
の
で
も
な
く
、
冷
戦
の
始
ま
り

と
い
う
レ
ベ
ル
で
も
な
い
、
熱
戦
そ
れ
は
第
三
次
世
界
大
戦
と
す
ら
言
い
え
る
状
況
を
惹
起
さ
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た
と
言
う
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
ト
リ
エ
ス
テ
問
題
を
大
戦
終
結
に
関
わ
る
確
執
か
冷
戦
の
始
ま
り
と
位
置
づ
け
て
き
た
従
来
の
研
究
ア
プ

ロ
ー
チ
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
に
関
す

る
叙
述
を
始
め
る
こ
と
と
し
た
い（

3
）。

　
（
一
四
〇
九
）
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第
一
節　

チ
ャ
ー
チ
ル
の
後
悔
と
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
い
う
「
壁
」

　

ヤ
ル
タ
会
談
後
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
バ
ル
カ
ン
半
島
に
関
す
る
パ
ー
セ
ン
ト
合
意
な
ら
び
に
ヤ
ル
タ
合
意
に
関
し
て
後
悔
し
始
め
て
い
た
。

一
九
四
五
年
三
月
八
日
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
宛
の
電
報
で
、
彼
は
、
ソ
連
が
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
力
づ
く
で
支
配
し
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
に
懸
念
を
表
明
し
た
。
そ
の
一
方
、
彼
は
、
ソ
連
の
指
導
者
ヨ
セ
フ
・
Ｖ
・
ス
タ
ー
リ
ン
（Iosif V. Stalin

）
が
、
パ
ー
セ
ン
ト
合

意
を
遵
守
し
、
ギ
リ
シ
ャ
で
の
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
力
の
鎮
圧
を
容
認
し
て
い
る
こ
と
も
認
め
て
い
た
。

現
在
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
す
べ
て
の
民
主
思
想
と
絶
対
的
に
反
す
る
や
り
方
を
、
ふ
た
つ
の
黒
海
バ
ル
カ
ン
関
係
国
﹇
ル
ー
マ
ニ
ア
と

ブ
ル
ガ
リ
ア
﹈
で
行
っ
て
い
る
。
モ
ス
ク
ワ
で
の
﹇
一
九
四
四
年
﹈
一
〇
月
の
英
ソ
交
渉
以
来
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
紙
の
上
で
は
ヤ
ル

タ
の
原
則
に
同
意
し
て
き
た
が
、﹇
そ
れ
ら
は
﹈
ル
ー
マ
ニ
ア
で
は
踏
み
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
見
解
を
ス
タ

ー
リ
ン
に
押
し
付
け
て
、﹇
彼
が
次
の
よ
う
に
﹈
言
う
こ
と
は
最
も
避
け
た
い
と
思
う
。「
私
は
、
ギ
リ
シ
ャ
で
の
あ
な
た
方
の
や
り
方

に
干
渉
し
な
か
っ
た
。
な
ぜ
私
に
ル
ー
マ
ニ
ア
で
同
じ
許
容
程
度
を
与
え
て
く
れ
な
い
の
か
？
」

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
れ
が
合
意
違
反
の
問
題
で
は
な
く
解
釈
上
の
問
題
で
あ
り
、
彼
の
解
釈
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
押
し
付
け
れ
ば
英
ソ
関
係
が

硬
化
す
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。「
ど
ち
ら
も
お
互
い
を
説
得
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
個
人
的
関
係
を
考
え
れ
ば
、
こ
の

時
点
で
、
論
争
を
始
め
れ
ば
、
私
の
失
敗
に
な
る
で
あ
ろ
う（

4
）。」

　

振
り
返
れ
ば
、
パ
ー
セ
ン
ト
合
意
は
、
化
粧
を
し
た
勢
力
圏
設
定
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
四
年
一
〇
月
九
日
、
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問

し
た
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
対
し
て
、
バ
ル
カ
ン
各
国
に
関
す
る
連
合
国
の
関
与
度
合
い
を
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
形
で
表
現
し
た

　
（
一
四
一
〇
）
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メ
モ
を
提
示
し
た
。
連
合
国
の
関
与
と
い
っ
て
も
、
英
ソ
に
よ
る
勢
力
圏
設
定
以
外
の
何
者
で
も
な
か
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア

に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
が
九
〇
％
で
、
他
国
が
一
〇
％
。
ギ
リ
シ
ャ
で
は
、
英
国
が
九
〇
％
（
両
首
脳
の
討
議
後
の
修
正
で
、
米
国
が
追
加
さ

れ
た
）
で
、他
国
が
一
〇
％
（
討
議
後
、ロ
シ
ア
と
明
記
さ
れ
た
）。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
し
て
は
、英
ソ
が
五
〇
％
ず
つ
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
は
、
ロ
シ
ア
が
七
五
％
で
、
他
国
が
二
五
％
と
い
う
具
合
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
メ
モ
の
ロ
シ
ア
語
版
が
あ
り
、
そ
こ
に

は
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
で
の
比
率
が
、
ロ
シ
ア
が
九
〇
％
で
、
他
国
が
一
〇
％
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
〇
月
一
一
日
付
の
ス
タ
ー
リ
ン
宛
の

メ
モ
で
（
同
メ
モ
が
送
付
さ
れ
た
か
は
未
確
認
）、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、「
パ
ー
セ
ン
ト
」
と
は
当
該
地
域
で
英
ソ
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
権
力
を
振

る
う
か
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
説
明
し
て
い
た
。
同
メ
モ
は
、
あ
く
ま
で
も
非
公
式
文
書
で
あ
っ
た
。
こ
の
合
意
に
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
関
し
て
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
で
の
、
解
放
欧
州
宣
言
の
枠
組
み
を
遵
守
す
る
と
い
う
合
意
が
あ
っ
た（

5
）。

こ
の
ヤ

ル
タ
合
意
は
、
基
本
的
に
は
、
英
ソ
勢
力
圏
内
で
も
各
国
国
内
で
の
最
低
限
の
政
治
的
自
由
を
保
証
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
解
決
に
本
腰
を
入
れ
な
い
こ
と
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
業
を
煮
や
し
て
い
た
。
一
九
四
五
年
三

月
八
日
の
電
報
で
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
戦
後
欧
州
へ
の
関
与
を
拒
否
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
将
来
に
関
心
を
示
さ
な
い
こ
と
を
、
こ
う
皮
肉
っ

た
。「
合
衆
国
で
は
こ
の
問
題
は
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
の
か
？
あ
な
た
が
個
人
的
に
あ
る
い
は
彼
ら
﹇
ア
メ
リ
カ
市
民
﹈
が
無
関
心

で
あ
る
と
は
、
私
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。」
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
民
主
制
実
現
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
的
努
力
を
述
べ
た
後
、
チ
ャ
ー

チ
ル
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
支
援
を
要
請
し
た
。「
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
我
々
両
国
人
民
の
不
合
意
と
誤
解
の
源
泉
に
な
る
こ
と
を
避
け
ね
ば
な
ら

な
い
。」
こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
、
ロ
シ
ア
側
と
事
を
構
え
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
三
月
一
一
日
と

一
二
日
の
電
報
で
、
彼
は
民
主
的
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
実
現
に
は
、
ヤ
ル
タ
合
意
と
外
交
的
手
段
を
重
視
す
べ
き
と
論
じ
て
い
た
。
三
月
一
五
日

の
電
報
で
は
、
パ
ー
セ
ン
ト
合
意
を
間
接
的
に
批
判
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ー
チ
ル
主
導
の
対
ソ
対
決
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
。「
我
々
が
モ
ス

ク
ワ
交
渉
で
は
ま
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
障
害
を
克
服
す
る
ま
で
、
ヤ
ル
タ
合
意
の
破
棄
に
は
同
意
で
き
な
い
。」
結
局
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ロ

　
（
一
四
一
一
）
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ー
ズ
ベ
ル
ト
の
力
い
や
ア
メ
リ
カ
の
力
に
依
存
し
て
い
た
。
明
白
に
譲
歩
し
て
、彼
は
「
我
々
の
違
い
は
た
だ
戦
術
上
の
も
の
」
と
伝
え
た（

6
）。

　

し
か
し
、そ
の
二
日
後
、チ
ャ
ー
チ
ル
は
英
外
相
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
イ
ー
デ
ン
（A

nthony E
den

）
宛
の
メ
モ
に
お
い
て
、イ
タ
リ
ア
を
「
ボ

ル
シ
ェ
ビ
キ
伝
染
病
」（B

olshevik pestilence

）
か
ら
救
い
、
さ
ら
に
イ
タ
リ
ア
政
治
へ
の
英
国
の
影
響
力
確
保
の
た
め
、「
ア
ド
リ
ア
海

の
頭
﹇
部
分
﹈
で
の
イ
タ
リ
ア
の
﹇
領
土
﹈
要
求
」
を
支
援
す
る
と
意
思
表
示
し
て
い
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ

ア
へ
と
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
対
ソ
上
の
争
点
を
移
動
さ
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
指
導
者
ジ
ョ
シ
フ
・
チ
ト
ー
（Josip 

T
ito

）
に
対
す
る
敵
意
を
む
き
出
し
に
し
て
い
た
。「
チ
ト
ー
は
、彼
の
山
々
で
、苦
い
バ
ル
カ
ン
汁
に
煮
込
ま
れ
て
ほ
し
い
。」
こ
れ
に
対
し
、

イ
ー
デ
ン
は
、
こ
の
問
題
で
「
チ
ト
ー
と
の
軍
事
衝
突
」
に
イ
ギ
リ
ス
が
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
と
い
う
の
も
、
チ
ト
ー
は
、

イ
タ
リ
ア
と
ユ
ー
ゴ
の
間
で
係
争
中
の
領
土
の
ほ
と
ん
ど
を
す
で
に
占
領
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る（

7
）。

　

し
か
し
、
三
月
二
三
日
、
ソ
連
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
関
す
る
英
米
抗
議
を
拒
否
す
る
と
、
二
七
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
れ

を
利
用
し
て
ヤ
ル
タ
合
意
を
無
効
に
し
て
は
ど
う
か
と
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
を
説
得
し
よ
う
と
し
た
。
二
九
日
の
チ
ャ
ー
チ
ル
宛
の
電
報
で
、

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
同
問
題
で
の
対
ソ
強
硬
姿
勢
を
取
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
と
は
い
え
、
彼
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
宛
の
電
文
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に

も
送
付
さ
れ
た
が
、
そ
の
内
容
は
穏
や
か
な
も
の
で
あ
っ
た（

8
）。

　

振
り
返
れ
ば
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
考
え
る
、
英
米
の
軍
事
的
圧
力
を
利
用
し
て
の
中
・
東
欧
で
の
戦
後
勢
力
圏
の
再
編

に
、
決
し
て
合
意
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
四
月
一
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
、
将
来
の
対
ソ
交
渉
上
の
コ
マ
と
し

て
、
米
陸
軍
が
ド
イ
ツ
の
で
き
る
だ
け
東
部
に
、
で
き
れ
ば
ベ
ル
リ
ン
ま
で
侵
攻
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、
四
日
の
電
報
で
、
ロ

ー
ズ
ベ
ル
ト
は
ベ
ル
リ
ン
占
領
を
拒
否
し
た
。
こ
の
大
チ
ャ
ン
ス
を
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
五
日
の
電
報
で
も
同
じ
こ
と
を

求
め
た
。
六
日
の
電
報
に
よ
れ
ば
、「
我
々
の
陸
軍
は
、
数
日
中
に
、
こ
れ
ま
で
戦
争
努
力
に
好
都
合
と
思
わ
れ
た
以
上
に
「
強
力
」
た
り

え
る
立
場
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
書
い
て
い
た
。
が
、 

実
は
、
当
時
の
彼
の
健
康
状
態
を
考
え
れ
ば
、
通
常
草
稿
を
考
え

　
（
一
四
一
二
）
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て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
Ｄ
・
リ
ー
ヒ
海
軍
元
帥
（W

illiam
 D

. L
eahy

）
が
、
大
統
領
の
チ
ェ
ッ
ク
な
し
に
送
付
し
た
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、

こ
の
「
強
力
」
が 

対
ソ
対
決
を
意
味
す
る
と
は
考
え
に
く
く
、
歴
史
家
キ
ン
ボ
ル
は
、
ベ
ル
ン
事
件
で
の
ソ
連
に
よ
る
非
難
に
対
す
る
も

の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る（

9
）。

　

四
月
三
日
の
電
報
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
英
米
軍
が
ド
イ
ツ
側
と
秘
密
取
引
を
行
い
、
降
伏
条
件
を
妥
協
す
る
か
わ
り
に
英
米
軍
を
よ
り

深
く
ド
イ
ツ
領
内
に
進
攻
さ
せ
て
い
る
と
非
難
し
た
。
い
わ
ゆ
る
ベ
ル
ン
事
件
で
あ
る
。
リ
ー
ヒ
は
、ス
タ
ー
リ
ン
宛
大
統
領
電
報
草
稿
で
、

こ
の
非
難
に
対
し
て
「
驚
愕
」（astonishm

ent

）
と
い
う
単
語
を
使
用
し
、
交
渉
は
存
在
し
な
い
と
つ
っ
ぱ
ね
て
い
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、

こ
の
非
難
自
体
が
ア
メ
リ
カ
内
部
で
ス
タ
ー
リ
ン
自
身
に
対
す
る
不
信
を
生
ん
で
い
る
と
警
告
し
た
。
そ
の
厳
し
い
ト
ー
ン
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
自
身
は
こ
の
草
稿
を
承
認
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
電
報
を
送
る
一
日
前
、
四
月
三
日
の
電
報
で
、
ア
メ
リ
カ
の
駐
ソ
大

使
で
あ
っ
た
Ｗ
・
ア
ベ
レ
ル
・
ハ
リ
マ
ン
（W
. A

verell H
arrim

an

）
は
、
ヤ
ル
タ
会
談
後
に
生
じ
た
小
さ
な
事
件
の
連
続
に
言
及
し
、
戦

中
の
米
ソ
協
力
は
終
わ
り
、
ソ
連
は
ド
イ
ツ
で
も
極
東
で
も
自
ら
の
利
益
を
強
引
に
追
求
す
る
と
伝
え
て
き
て
い
た
。
と
は
い
え
、
ス
タ
ー

リ
ン
の
和
解
的
な
電
報
を
受
け
取
る
と
、
リ
ー
ヒ
は
米
ソ
関
係
を
回
復
す
る
た
め
に
、
ベ
ル
ン
事
件
を
重
要
視
し
な
い
電
報
草
案
を
用
意
し

た
。
実
は
、ハ
リ
マ
ン
は
、米
国
側
の
失
望
感
を
印
象
付
け
る
た
め
、こ
の
草
稿
に
あ
る
ソ
連
側
の
誤
解
を
「
大
し
た
こ
と
が
な
い
」（m

inor

）

と
し
た
形
容
詞
を
削
除
す
る
よ
う
に
提
案
し
た
。
し
か
し
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
、
一
一
日
の
ス
タ
ー
リ
ン
宛
の
電
報
で
、
こ
の
形
容
詞
を
削

ら
ず
に
送
付
し
た
が
、
そ
こ
に
は
よ
り
よ
き
将
来
へ
の
彼
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
た（

10
）。

第
二
節　

ア
メ
リ
カ
政
府
の
政
策
転
換
と
チ
ャ
ー
チ
ル
の
壮
大
な
構
想

　

一
九
四
五
年
四
月
一
二
日
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
急
死
し
、
そ
れ
が
地
中
海
お
よ
び
欧
州
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
政
策
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
る
最

　
（
一
四
一
三
）
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大
原
因
と
な
っ
た
。
彼
の
死
後
、
欧
州
局
長
Ｈ
・
フ
リ
ー
マ
ン
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
（H
. F

reem
an M

atthew
s

）
ら
の
国
務
省
代
表
は
、
米
陸

軍
参
謀
本
部
に
対
し
て
、
欧
州
か
ら
の
米
軍
の
早
期
撤
退
と
い
う
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
策
か
ら
、
対
独
戦
後
も
そ
れ
な
り
の
兵
力
を
維
持
す
る

と
い
う
一
大
方
針
転
換
を
伝
え
た
。
二
四
日
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
転
換
に
驚
い
た
、
参
謀
本
部
の
戦
略
・
政
策
グ
ル
ー
プ
長
で
あ
っ
た

ジ
ョ
ー
ジ
・
Ａ
・
リ
ン
カ
ー
ン
准
将
（G

eorge A
. L

incoln

）
は
、
戦
後
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
に
米
占
領
軍
を
残
す
危
険
を
示

唆
し
た
。
地
中
海
地
域
で
の
占
領
に
反
対
す
る
理
由
と
し
て
、
兵
站
上
の
問
題
、
他
の
米
軍
兵
力
か
ら
の
孤
立
、
さ
ら
に
は
こ
の
地
域
で
の

「
複
雑
な
政
治
問
題
」
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
を
挙
げ
て
い
た
。
と
は
い
え
、
同
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
米
統
合
参
謀
本
部
（T

he Joint C
hiefs 

of Staff-

Ｊ
Ｃ
Ｓ
）
が
、
政
治
的
理
由
に
よ
り
、
象
徴
的
な
小
規
模
な
部
隊
を
派
遣
す
る
可
能
性
を
考
え
て
い
た（

11
）。

　

さ
ら
に
、
こ
の
転
換
の
重
要
さ
に
鑑
み
、
リ
ン
カ
ー
ン
は
「
こ
の
新
政
策
と
﹇
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
﹈
大
統
領
が
明
白
に
述
べ
彼
自
身
の
手
で

監
修
し
た
そ
れ
﹇
政
策
﹈
と
の
間
で
の
明
白
な
矛
盾
ゆ
え
に
、国
務
省
か
ら
記
録
に
残
る
な
に
か
を
得
て
お
く
」
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
た
。

彼
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
南
・
南
東
欧
州
で
の
占
領
に
関
し
て
米
軍
参
加
を
一
切
否
定
し
て
お
り
、
こ
の
大
統
領
方
針
は
、

一
九
四
四
年
五
月
二
七
日
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
の
参
謀
長
委
員
会
（T

he C
hiefs of Staff C

om
m

ittee-

Ｃ
Ｏ
Ｓ
）
に
伝
え
ら
れ
て

い
た
。
同
年
六
月
一
一
日
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
こ
れ
を
地
中
海
方
面
連
合
軍
最
高
司
令
官
（Suprem

e A
llied C

om
m

ander in the 

M
editerranean T

heater-

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
）
Ｈ
・
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
英
陸
軍
大
将
（H

. M
aitland W

ilson

）
に
伝
え
た
。
ロ

ー
ズ
ベ
ル
ト
自
身
が
の
ち
に
変
更
し
た
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
占
領
へ
の
米
軍
参
加
以
外
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
に
対
し
て
い
か
な
る
変
更
も
命
令
さ
れ
て

い
な
か
っ
た（

12
）。

　

国
務
省
は
、
こ
の
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
策
を
変
更
し
、
ユ
ー
ゴ
に
よ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
占
領
を
許
さ
な
い
と
い
う
政
策
を
打

ち
出
し
た
。
英
側
も
「
米
英
合
同
占
領
軍
」
と
「
ア
メ
リ
カ
の
軍
政
参
加
」
を
受
け
入
れ
る
と
伝
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、英
米
了
解
と
し
て
、

次
の
方
向
が
示
さ
れ
た
。「
英
米
が
ロ
シ
ア
人
に
参
加
を
依
頼
し
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
を
こ
の
地
域
か
ら
追
い
出
す
と
い
う
こ
と
で
﹇
英

　
（
一
四
一
四
）
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米
間
で
﹈
取
引
が
成
立
し
て
い
る（

13
）。」 

　

米
陸
軍
の
参
謀
達
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
チ
ト
ー
を
追
い
出
す
場
合
、
武
力
行
使
を
行
う
の
か
と
い
う
最
も
重
要
な
質
問
を
国
務
省

に
ぶ
つ
け
た
。
そ
の
答
え
は
、「
未
決
定
の
問
題
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
ソ
連
軍
が
チ
ト
ー
側
に
つ
い
た
場
合
の
武
力
行
使
に

つ
い
て
だ
け
は
、
マ
シ
ュ
ー
ズ
自
身
が
「
絶
対
に
し
な
い
」（a categorical ‘N

o ’

）
と
答
え
た（

14
）。

　

国
務
長
官
代
理
で
あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｃ
・
グ
ル
ー
（Joseph C
. G

rew

）
は
、
こ
の
一
大
政
策
転
換
に
関
し
て
、
陸
軍
長
官
ヘ
ン
リ
ー
・

Ｌ
・
ス
チ
ム
ソ
ン
（H

enry L
. Stim

son

）
の
支
持
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
。
実
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
を
除
け
ば
、
ス
チ
ム
ソ
ン
こ
そ
は
ロ
ー

ズ
ベ
ル
ト
政
策
に
固
執
す
る
最
後
の
大
物
閣
僚
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
年
四
月
二
六
日
付
の
手
紙
で
、
グ
ル
ー
は
ス
チ
ム
ソ
ン
に
対
し
て
、

国
務
省
の
記
録
に
よ
る
と
し
な
が
ら
、
一
九
四
四
年
九
月
一
九
日
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
「
連
合
軍
軍
政
政
府
」（T

he A
llied M

ilitary 

G
overnm

ent-

Ａ
Ｍ
Ｇ
）
を
通
じ
て
、
北
東
イ
タ
リ
ア
の
占
領
に
「
一
定
数
の
ア
メ
リ
カ
軍
政
政
府
用
士
官
お
よ
び
兵
員
」
を
参
加
さ
せ
て

も
よ
い
と
許
可
し
た
と
伝
え
た
。
こ
の
承
認
を
明
白
に
拡
大
解
釈
し
て
、
グ
ル
ー
は
ス
チ
ム
ソ
ン
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ

ア
で
の
「
連
合
軍
軍
政
政
府
」
を
樹
立
す
る
こ
と
を
求
め
、
さ
ら
に
、
米
英
政
府
は
、「
で
き
れ
ば
ソ
連
の
合
意
を
得
て
」
同
軍
政
政
府
が

管
理
す
る
地
域
か
ら
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
軍
の
撤
退
を
要
求
す
る
と
い
う
方
針
へ
の
支
持
を
頼
ん
だ
。
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
あ
れ
ほ
ど
反
対
し

た
、
戦
後
欧
州
・
地
中
海
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
関
与
が
新
政
策
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
一
九
四
五
年
四
月
二
六
日
付
電
報
で
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ

Ｄ
付
き
合
衆
国
政
治
顧
問
で
あ
っ
た
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
・
Ｃ
・
カ
ー
ク
（A

lexander C
. K

irk

）
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
次
の
内
容
を
知
ら
せ

て
き
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
後
任
と
し
て
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ
た
サ
ー
・
ハ
ロ
ル
ド
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
英
陸
軍
元
帥
（Sir H

arold 

A
lexander

）
と
地
中
海
方
面
連
合
国
司
令
部
付
き
英
大
使
（B

ritish M
inister R

esident at A
llied F

orce H
eadquarters, 

M
editerranean T

heater

）
ハ
ロ
ル
ド
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
（H

arold M
acm

illan
）
は
、
ユ
ー
ゴ
軍
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
を
占
領

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
な
英
米
軍
が
確
保
で
き
て
い
な
い
と
懸
念
し
て
お
り
、
彼
等
は
「
チ
ト
ー
と
の
戦
争
状
態
に
迷
い
込
む
」
こ

　
（
一
四
一
五
）
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と
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た（

15
）。

　

こ
れ
を
避
け
る
た
め
、米
陸
軍
省
の
作
戦
課
（T

he O
perations D

ivision-

Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
は
、ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
へ
の
命
令
書
の
な
か
に
、「
当

該
地
域
内
で
ユ
ー
ゴ
人
に
究
極
の
手
段
を
使
用
す
る
前
に
」
英
米
連
合
参
謀
本
部
（T

he C
om

bined C
hiefs of Staff-

Ｃ
Ｃ
Ｓ
）
と
必
ず

協
議
す
る
よ
う
に
と
い
う
一
文
を
入
れ
よ
う
と
し
た
。
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
と
Ｃ
Ｏ
Ｓ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
米
軍
首
脳
が
武
力
行

使
を
止
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
四
月
二
七
日
に
関
す
る
限
り
、
米
陸
軍
参
謀
総
長
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｃ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
元
帥
（G

eorge 

C
. M

arshall

）
は
、
ま
だ
こ
の
挿
入
を
承
認
せ
ず
、
リ
ー
ヒ
の
意
見
を
待
っ
て
い
た
。
同
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対

し
て
、
政
治
的
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
、「
チ
ト
ー
の
ゲ
リ
ラ
達
」
が
来
る
前
に
、
可
及
的
速
や
か
に
英
米
軍
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー

リ
ア
を
占
領
す
る
必
要
が
あ
る
と
迫
っ
て
い
た（

16
）。

　

四
月
三
〇
日
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
グ
ル
ー
は
新
大
統
領
に
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
問
題
で
の
特
別
協
議
の
開
催
を
求
め
、
リ
ー
ヒ
、

マ
シ
ュ
ー
ズ
、
そ
し
て
国
務
長
官
特
別
顧
問
で
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
（W

illiam
 P

hillips

）
が
同
席
し
た
。
こ
の
会
合
に
お

い
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
チ
ト
ー
軍
を
追
い
出
す
た
め
の
米
軍
使
用
に
躊
躇
を
示
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
米
国
が
バ
ル
カ
ン
問
題
に
首
を

突
っ
込
む
こ
と
に
も
た
め
ら
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
へ
の
「
現
在
の
一
般
命
令
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
英
人
司
令
官

が
イ
タ
リ
ア
の
い
か
な
る
場
所
で
も
米
軍
を
使
用
で
き
る
と
も
認
め
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
英
連
邦
軍
に
対
し

て
「
ト
リ
エ
ス
テ
に
向
か
っ
て
東
進
せ
よ
」
と
だ
け
命
令
し
て
い
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
国
務
省
に
対
し
て
、「
ア
メ
リ
カ
軍
は
、
ユ
ー
ゴ

軍
と
戦
う
た
め
あ
る
い
は
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
政
治
目
的
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
内
容
の
チ
ャ
ー
チ
ル
宛
電
報
草
稿

を
用
意
す
る
よ
う
に
命
令
し
た
。
三
〇
日
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
表
現
を
す
こ
し
弱
め
た
電
報
を
チ
ャ
ー
チ
ル
に
送
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、

ト
ル
ー
マ
ン
は
、
ま
だ
こ
の
時
点
で
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
政
策
を
継
承
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
が
、
の
ち
に
は
、
彼
は
そ
の
考
え
を
変

え
た（

17
）。

　
（
一
四
一
六
）
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ス
チ
ム
ソ
ン
も
政
策
転
換
に
反
対
し
、
米
陸
軍
参
謀
本
部
が
チ
ト
ー
軍
さ
ら
に
は
ソ
連
軍
と
の
武
力
衝
突
を
恐
れ
て
い
る
と
強
調
し
て
い

た
。
そ
し
て
、
三
〇
日
の
メ
モ
で
、「
我
々
は
東
地
中
海
に
わ
が
同
胞
を
関
与
さ
せ
な
い
で
き
た
が
、
特
定
の
目
的
以
外
で
、
彼
等
を
イ
タ

リ
ア
に
踏
み
込
ま
せ
な
い
よ
う
に
注
意
深
く
制
限
」
す
べ
き
と
、
彼
は
主
張
し
て
い
た
。
彼
は
グ
ル
ー
に
対
し
て
、
こ
れ
が
チ
ャ
ー
チ
ル
に

よ
る
米
軍
の
東
地
中
海
関
与
を
促
す
わ
な
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
し
、マ
ー
シ
ャ
ル
も
「
こ
の
こ
と
を
心
配
」
し
て
い
る
と
付
け
加
え
た
。

さ
ら
に
、
チ
ト
ー
軍
と
武
力
衝
突
に
な
っ
た
場
合
、
ソ
連
軍
の
介
入
は
意
外
と
素
早
い
か
も
し
れ
な
い
と
警
告
し
て
い
た（

18
）。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
に
と
っ
て
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
急
死
は
個
人
的
に
悲
劇
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
大
戦
略
に
関
し
て
は
、
一
大
チ
ャ
ン
ス

と
な
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
が
、
副
大
統
領
あ
が
り
の
経
験
な
き
ト
ル
ー
マ
ン
を
手
玉
に
取
れ
る
可
能
性
は
高
か
っ
た
。
か
く
て
、
チ
ャ
ー
チ

ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
欧
州
・
地
中
海
で
の
政
治
的
・
軍
事
的
展
開
に
関
す
る
情
報
を
津
波
の
ご
と
く
送
り
つ
け
、
彼
が
考
え
る
将

来
の
欧
州
・
地
中
海
構
想
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
始
め
た
。
イ
ー
デ
ン
宛
の
四
月
二
〇
日
付
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
新

し
い
男
は
ソ
連
人
に
い
じ
め
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」
と
期
待
を
表
明
し
、
さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
と
の
「
永
続
的
友
情
」
は
彼
等
が
「
英
米
の
力
」

を
認
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
述
べ
て
い
た
。
と
同
時
に
、
彼
は
、「
チ
ト
ー
ラ
ン
ド
で
ソ
連
と
の
負
け
試
合
」
を
や
る
気
は
な
く
、
ア
ド

リ
ア
海
周
辺
に
関
す
る
英
米
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
の
利
益
を
追
求
す
る
と
表
明
し
て
い
た（

19
）。

　

四
月
三
〇
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
、「
ソ
連
政
府
が
後
ろ
盾
の
」
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
を
占

領
し
主
権
を
主
張
す
る
ま
え
に
、
英
米
側
が
占
領
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ま
た
、
彼
は
、
中
部
ド
イ
ツ
か
ら
米
軍
が
撤
退
す
れ
ば
、
イ
タ

リ
ア
の
共
産
主
義
者
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
そ
し
て
ソ
連
に
抵
抗
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
、
イ
タ
リ
ア
と
そ
の
近
隣
諸
国
の
人
々
を
落
胆
さ

せ
て
し
ま
う
と
警
告
し
て
い
た
。
こ
の
電
報
へ
の
返
答
は
、
前
述
し
た
ト
ル
ー
マ
ン
の
同
日
電
報
で
あ
り
、
米
軍
の
関
与
を
避
け
よ
う
と
し

て
い
た
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
厳
し
い
欧
州
・
地
中
海
情
勢
を
伝
え
続
け
た
。
三
〇
日
の
も
う
ひ
と
つ
の
電
報
で
、

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
ド
ワ
イ
ト
・
Ｄ
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
陸
軍
元
帥
（D

w
ight D

. E
isenhow

er

）
に
命
令
し
て
、
米
陸
軍

　
（
一
四
一
七
）
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を
プ
ラ
ハ
と
西
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
解
放
に
向
か
わ
せ
な
け
れ
ば
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
全
体
は
ソ
連
側
の
手
に
落
ち
る
と
警
告
し
て
い

た
。 
同
日
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
Ｃ
Ｏ
Ｓ
に
、
彼
の
指
揮
下
に
あ
る
「
第
一
五
軍
団
（F

ifteenth A
rm

y G
roup

）
が
ベ
ネ
ジ
ア
・
ギ
ウ
リ

ア
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
﹈
に
ま
さ
に
進
入
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と
打
電
し
た（

20
）。

　

し
か
し
、
ト
リ
エ
ス
テ
と
ゴ
リ
ツ
ィ
ア
（G

orizia

）
経
由
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ
の
連
絡
線
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の

意
図
は
、
チ
ト
ー
の
頑
固
な
態
度
の
た
め
に
頓
挫
す
る
。
チ
ト
ー
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
指
揮
下
に
ユ
ー
ゴ
軍
を
置
く
こ
と
を
ま
ず
拒
否
し
、

一
方
的
に
「
イ
ゾ
ン
ツ
ォ
川
（T

he Isonzo

）
の
河
口
か
ら
ゴ
リ
ツ
ィ
ア
と
ト
ル
ミ
ノ
（Tolm

ino

）
を
経
由
し
て
タ
ル
ヴ
ィ
ス
（T

arvis

）

に
至
る
西
側
作
戦
線
」
を
確
保
す
る
と
通
告
し
て
い
た
。
三
〇
日
の
電
報
で
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
チ
ト
ー
に
対
し
て
、
無
用
な
武
力
衝
突

を
さ
け
る
た
め
に
、
英
側
の
作
戦
意
図
を
明
白
に
し
た
。
英
側
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
の
一
部
と
イ
タ
リ
ア
領
（
実
は
こ
れ
も
係
争
中
）
を
経
由

し
て
イ
タ
リ
ア
本
土
へ
の
連
絡
線
の
確
保
、
ト
リ
エ
ス
テ
か
ら
ゴ
リ
ツ
ィ
ア
と
タ
ル
ヴ
ィ
ー
ズ
ィ
オ
（T

arvisio

）
を
経
由
し
て
の
オ
ー
ス

ト
リ
ア
へ
の
連
絡
線
の
確
保
、
さ
ら
に
、
ポ
ー
ラP

ula

（P
ola

と
い
う
綴
り
も
あ
り
、
ク
ロ
ア
チ
ア
語
表
現
で
は
プ
ー
ラ
と
発
音
す
る
）

の
港
湾
と
ポ
ー
ラ
と
ト
リ
エ
ス
テ
の
間
に
あ
る
イ
ス
ト
リ
ア
（Istrian

）
海
岸
の
停
泊
地
お
よ
び
こ
れ
ら
へ
の
連
絡
線
の
確
保
を
挙
げ
て
い

た
。
五
月
二
日
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
チ
ト
ー
の
返
答
を
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
に
は
、
チ
ト
ー
は
、
イ
ス
ト
リ
ア
、
ト
リ
エ
ス
テ
、
メ
ン
フ

ァ
ル
コ
ー
ネ
（M

enfalcone

）
を
「
解
放
」
す
る
と
し
、
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
境
に
向
か
っ
て
イ
ゾ
ン
ツ
ォ
川
沿
い
を
進
む
と
書
か

れ
て
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
作
戦
方
針
が
明
白
に
衝
突
す
る
こ
と
を
理
解
し
た
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
、
五
月
三
日
の
電
報
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｄ 

二

二
〇
）
で
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
、「
貴
軍
と
チ
ト
ー
元
帥
軍
と
の
間
で
の
﹇
武
力
﹈
衝
突
の
危
険
は
非
常
に
大
き
い
（very 

real

）」
と
警
告
し
、
彼
の
指
揮
下
の
各
司
令
官
に
「
自
己
防
衛
」（in self defence

）
以
外
で
は
、
ユ
ー
ゴ
軍
と
の
戦
闘
を
行
っ
て
は
な

ら
な
い
と
指
導
す
る
よ
う
に
命
令
し
た
。
と
同
時
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
彼
に
対
し
て
、
ユ
ー
ゴ
軍
が
到
着
す
る
前
に
「
係
争
中
の
領
土
」
を
で
き

る
だ
け
広
く
「
物
理
的
に
確
保
」
す
る
よ
う
に
も
命
令
し
て
い
た（

21
）。

　
（
一
四
一
八
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ま
た
、
チ
ト
ー
の
挑
戦
は
、
米
政
府
を
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
れ
て
い
た
。
五
月
二
日
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
マ
シ
ュ
ー
ズ
は
グ
ル
ー
に
対
し

て
、
ユ
ー
ゴ
側
が
こ
の
地
域
を
軍
事
占
領
す
れ
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
み
な
ら
ず
イ
タ
リ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
も
承
知
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
警
告
し

た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、「
疑
い
も
な
く
チ
ト
ー
の
返
答
は
ロ
シ
ア
の
指
導
に
基
づ
い
て
い
る
」
と
強
調
し
、
こ
れ
に
関
す
る
大
統
領
宛
の
国

務
省
メ
モ
を
準
備
中
で
あ
る
と
伝
え
た
。
ス
チ
ム
ソ
ン
も
ま
た
チ
ト
ー
の
返
答
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
、
五
月
三
日
の
グ
ル
ー
と
の
電
話
会

談
で
、「
こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
安
全
な
状
況
で
は
な
く
、
い
つ
爆
発
し
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
発
言
し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
ま

だ
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
策
の
継
承
を
望
み
、
グ
ル
ー
に
対
し
て
、
米
軍
投
入
以
外
の
選
択
肢
を
探
る
よ
う
に
要
請
し
た
。「
ア
メ
リ
カ
人
民
は
、

米
兵
が
バ
ル
カ
ン
半
島
で
失
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
言
う
だ
ろ
う
。」
そ
の
一
方
、
ス
チ
ム
ソ
ン
と
米
陸
軍
省
は
、
こ
の
と
き
、
ア
レ
キ
サ

ン
ダ
ー
指
揮
下
の
米
軍
の
正
確
な
位
置
を
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
グ
ル
ー
を
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
れ
て
い
た
。
後
者
は
ス
チ
ム
ソ
ン
に
次
の
よ
う

に
述
べ
た
。「
わ
が
軍
と
チ
ト
ー
元
帥
軍
の
間
で
武
力
衝
突
の
危
険
が
非
常
に
大
き
い
の
は
明
白
。」
ス
チ
ム
ソ
ン
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
チ
ト

ー
と
の
対
決
に
消
極
的
に
違
い
な
い
と
述
べ
る
が
、
グ
ル
ー
は
チ
ト
ー
と
の
対
決
姿
勢
を
促
す
チ
ャ
ー
チ
ル
の
四
月
三
〇
日
の
電
報
に
言
及

し
、
ス
チ
ム
ソ
ン
を
失
望
さ
せ
て
い
た
。
五
月
三
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、「
米
統
合
参
謀
本
部
は
〔
五
月
三
日
付
電
報
〕
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｅ
Ｄ 

二

二
〇
に
規
定
さ
れ
て
い
る
行
動
に
合
意
す
る
」
と
い
う
内
容
の
電
報
を
英
側
に
送
る
こ
と
に
関
し
て
リ
ー
ヒ
の
承
認
を
求
め
、
彼
は
そ
れ
を

承
認
し
た
。
五
月
三
日
の
電
報
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
地
中
海
方
面
連
合
軍
副
司
令
官
で
あ
り
地
中
海
方
面
ア
メ
リ
カ
軍
司
令
官
で
あ
っ
た

ジ
ョ
セ
フ
・
Ｔ
・
マ
ク
ナ
ニ
ー
米
陸
軍
大
将
（Joseph T. M

cN
arney

）
に
対
し
て
、「
大
統
領
は
、
ベ
ネ
ジ
ア
・
ギ
ウ
リ
ア
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
﹈
で
の
連
合
軍
軍
政
政
府
樹
立
の
た
め
に
、
米
軍
兵
力
が
ユ
ー
ゴ
軍
兵
力
と
の
戦
闘
で
使
用
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
命

令
し
た
」
と
知
ら
せ
た
。
さ
ら
に
、
国
務
省
は
、
武
力
以
外
で
、
イ
ス
ト
リ
ア
半
島
か
ら
ユ
ー
ゴ
兵
力
を
撤
退
さ
せ
る
方
法
を
考
案
し
て
い

る
と
も
伝
え
た
。
翌
日
の
返
答
で
、
マ
ク
ナ
ニ
ー
は
「
イ
ゾ
ン
ツ
ォ
﹇
川
﹈
の
線
」
で
作
戦
す
る
と
い
う
チ
ト
ー
宣
言
の
裏
に
は
、「
ソ
連

の
保
証
（assurance

）」
が
あ
る
と
確
信
す
る
と
述
べ
て
い
た
。
同
日
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
対
し
て
、「
状
況
は
微
妙
だ
が
」

　
（
一
四
一
九
）
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ま
だ
軍
事
衝
突
は
起
こ
っ
て
い
な
い
と
打
電
し
て
い
た（

22
）。

　

五
月
四
日
の
大
統
領
宛
メ
モ
で
、
グ
ル
ー
は
、「
イ
タ
リ
ア
、
特
に
そ
の
北
部
に
お
い
て
、
秩
序
を
保
つ
た
め
に
、
も
し
く
は
市
民
に
対

し
て
武
力
行
使
、
ま
た
は
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
﹇
他
国
の
軍
事
﹈
部
隊
に
対
し
て
、
米
軍
部
隊
を
使
用
す
る
可
能
性
」
に
対
応
す
べ
き
と

し
た
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
よ
る
五
日
の
Ｃ
Ｏ
Ｓ
宛
電
報
に
よ
れ
ば
、
チ
ト
ー
は
彼
の
占
領
地
を
将
来
の
ユ
ー
ゴ
領
と
宣
言
し
て
い
た
。
そ

し
て
、
こ
の
情
報
は
す
ぐ
に
米
側
に
伝
え
ら
れ
た
。
同
日
、
カ
ー
ク
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
し
て
、
一
九
三
九
年
の
イ
タ
リ
ア
国
境
か
ら
米
英

軍
が
撤
退
す
る
こ
と
は
「
ア
メ
リ
カ
と
世
界
世
論
に
と
っ
て
は
、
我
々
が
い
つ
も
維
持
し
て
き
た
原
則
を
放
棄
し
た
と
解
釈
」
さ
れ
て
し
ま

う
と
警
告
し
た（

23
）。

　

一
方
、
五
月
六
日
の
ト
ル
ー
マ
ン
宛
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
中
・
東
欧
で
の
英
米
軍
侵
攻
の
驚
く
べ
き
ス
ピ
ー
ド
に
関
し
て
喜
び
を
爆

発
さ
せ
て
い
た
。
彼
は
、
こ
れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
将
来
の
欧
州
・
地
中
海
秩
序
を
彼
が
考
え
る
構
想
に
誘
導
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

我
々
は
、
す
で
に
獲
得
し
た
地
域
や
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、﹇
欧
州
﹈
中
央
の
ア
メ
リ
カ
﹇
責

任
﹈
戦
線
そ
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
を
含
む
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
ま
で
の
イ
ギ
リ
ス
戦
線
で
我
々
の
陸
軍
が
獲
得
し
つ
つ
あ
る
地
域
を
し
っ
か
り

確
保
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
次
の
数
日
間
、﹇
英
米
の
﹈
捕
虜
を
救
う
た
め
に
、
両
陸
軍
に
と
っ
て
は
ま
だ
占
領
す
べ
き
と
こ
ろ
は

い
っ
ぱ
い
あ
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
ソ
連
に
対
す
る
我
々
の
態
度
を
真
剣
に
考
え
、
ど
れ
ぐ
ら
い
我
々
が
彼
等
に
譲
り
ま

た
は
撤
退
す
る
か
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

ド
イ
ツ
が
降
伏
し
た
七
日
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
（
Ｖ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
参
謀
次
長
委
員
会
レ
ベ
ル
）
は
、
英
軍
内
部
の
戦
後
計
画
委
員
会
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
）
が
出
し
て

い
た
「
最
も
急
迫
な
﹇
ソ
連
の
﹈
脅
威
は
﹇
東
地
中
海
を
含
む
﹈
中
東
に
向
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
警
告
を
取
り
上
げ
、
英
陸
海
空

　
（
一
四
二
〇
）
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三
軍
に
対
し
て
次
の
六
ヶ
月
を
念
頭
に
、
中
東
防
衛
準
備
を
「
最
高
レ
ベ
ル
」（to full efficiency

）
ま
で
向
上
さ
せ
る
よ
う
に
命
令
し
た（

24
）。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
国
務
省
を
中
心
に
、
バ
ル
カ
ン
不
関
与
と
い
う
ト
ル
ー
マ
ン
の
方
針
へ
の
反
対
が
強
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
五
月
八
日
の

会
議
で
、
グ
ル
ー
は
、
ス
チ
ム
ソ
ン
と
海
軍
長
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
Ｖ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
（Jam

es V. F
orrestal

）
に
対
し
て
、
チ
ト
ー
軍

が
「
イ
ゾ
ン
ツ
ォ
川
に
到
る
ゴ
リ
ツ
ィ
ア
省
（province

）」
ま
で
す
で
に
確
保
し
、
自
主
的
に
こ
の
地
域
を
放
棄
す
る
意
図
は
全
く
な
い

よ
う
で
あ
る
と
報
告
し
た
。
た
だ
、
こ
の
時
点
で
は
、
米
政
府
の
立
場
は
、
チ
ト
ー
軍
と
の
衝
突
や
バ
ル
カ
ン
半
島
で
の
政
治
目
的
に
米
軍

を
使
用
し
な
い
と
い
う
ト
ル
ー
マ
ン
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
た
。
し
か
し
、
ス
チ
ム
ソ
ン
と
フ
ォ
レ
ス
タ
ル
に
対
す
る
メ
モ
の
な
か
で
は
、

国
務
省
は
、
こ
の
立
場
を
長
く
保
つ
こ
と
が
難
し
い
と
断
じ
、
ユ
ー
ゴ
側
が
主
要
な
イ
タ
リ
ア
人
の
逮
捕
・
監
禁
を
含
む
テ
ロ
的
手
段
に
訴

え
て
い
る
こ
と
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
て
い
た
。
五
月
八
日
の
メ
モ
で
、
カ
ー
ク
は
、
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
地
域
で
の
チ
ト
ー
の
テ
ロ
と
暴
力
に

対
し
て
立
ち
上
が
る
べ
き
と
し
、
チ
ト
ー
の
や
り
方
を
日
独
伊
の
侵
略
方
法
と
同
等
と
述
べ
て
い
た
。
九
日
、
彼
は
、
チ
ト
ー
の
一
方
的
な

占
領
方
針
に
対
し
て
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
元
帥
が
一
切
の
譲
歩
を
し
な
い
と
決
め
、
英
米
政
府
が
合
意
す
れ
ば
、
チ
ト
ー
軍
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ

ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
か
ら
排
除
す
る
と
ワ
シ
ン
ト
ン
に
伝
え
た
。
す
べ
て
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ト
ル
ー
マ
ン
次
第
と
い
う
展
開
に
な
っ
て
い
た（

25
）。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
五
月
一
〇
日
の
メ
モ
で
、
グ
ル
ー
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
チ
ト
ー
に
よ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
支
配
は
、

ユ
ー
ゴ
の
地
域
的
な
野
望
や
イ
タ
リ
ア
混
乱
の
問
題
で
は
な
く
、
戦
後
欧
州
で
の
ソ
連
に
よ
る
権
力
拡
張
へ
の
野
心
を
表
す
も
の
と
断
言
し

た
。
そ
れ
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
心
配
と
全
く
同
じ
内
容
で
あ
っ
た
。

イ
タ
リ
ア
の
安
定
と
、
ロ
シ
ア
と
関
連
し
て
こ
の
国
﹇
イ
タ
リ
ア
﹈
の
将
来
の
方
向
が
危
う
く
な
っ
て
い
る
が
、
現
在
の
問
題
は
イ
タ

リ
ア
か
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ど
ち
ら
に
論
争
で
味
方
す
る
と
か
バ
ル
カ
ン
半
島
の
内
政
に
関
与
す
る
と
か
の
問
題
で
は
な
い
。
問
題

は
、
本
質
的
に
、
我
々
は
ソ
連
政
府
が
﹇
つ
ぎ
の
こ
と
を
﹈
行
う
こ
と
を
許
容
す
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。﹇
す
な
わ
ち
、﹈
ソ
連
の
戦
線

　
（
一
四
二
一
）
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に
あ
る
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
領
土
確
定
を
直
接
行
う
こ
と
。
地
中
海
（
英
米
）
方
面
で
は
、
そ
の
衛
星
国
た
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
。
ソ
連
の
将
来
の
権
力
の
た
め
に
最
も
好
都
合
な
国
家
と
国
境
を
画
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
。
中
部
欧
州
の
多
く

の
地
域
に
と
っ
て
死
活
的
な
出
口
で
あ
る
、
ト
リ
エ
ス
テ
に
対
す
る
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
（
ロ
シ
ア
）
占
領
は
、
直
接
関
係
し
て
い
る
領

土
以
上
に
最
も
広
範
囲
な
結
果
を
招
来
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
彼
は
、
ソ
連
の
領
土
拡
大
の
や
り
口
は
、
究
極
的
に
「
全
欧
州
そ
し
て
世
界
を
戦
争
に
」
陥
れ
る
と
警
告
し
、「
欧
州
大
陸
に
展

開
し
て
い
る
何
百
万
の
﹇
米
英
﹈
部
隊
の
力
で
」
欧
州
の
将
来
を
取
り
戻
す
ア
メ
リ
カ
の
イ
ニ
シ
ィ
ア
テ
ィ
ブ
を
要
求
し
て
い
た
。
同
日
、

グ
ル
ー
は
個
人
的
に
、「
ト
リ
エ
ス
テ
を
ロ
シ
ア
の
将
来
の
港
と
す
る
た
め
に
、
チ
ト
ー
の
動
き
の
後
ろ
に
は
疑
い
も
な
く
ロ
シ
ア
が
い
る
」

と
大
統
領
に
訴
え
て
い
た（

26
）。

　

と
う
と
う
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
自
ら
の
立
場
を
変
更
し
た
と
グ
ル
ー
に
告
げ
た
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
以
来
の
米
戦
時
外
交
の
一
大

原
則
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
五
月
一
〇
日
の
会
見
録
に
よ
れ
ば
、

大
統
領
は
、
彼
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
最
も
真
摯
な
考
慮
を
行
い
、
唯
一
の
解
決
法
は
「
彼
等
を
追
い
出
す
」
こ
と
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
最
後
に
達
し
た
、
と
答
え
た
。
彼
は
、
こ
れ
が
彼
の
以
前
の
立
場
を
逆
転
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
が
、
状
況
の
中
で
他
に
選
択
肢
が

残
さ
れ
て
い
な
い
と
悟
っ
て
い
た
。

一
一
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、「
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
行
動
に
関
す
る
は
っ
き
り
し
た
命
令
を
出
す
」
前
に
、
大
統
領
が
チ
ト
ー
に
対
し
て
英

米
に
よ
る
強
力
な
警
告
を
与
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
警
告
が
「
非
常
に
強
力
」
な
内
容
で
あ
る
べ
き
だ
と
述

　
（
一
四
二
二
）
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べ
た
。
こ
の
警
告
は
、
武
力
行
使
以
前
の
「
最
後
通
牒
」
的
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た（

27
）。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
も
、
グ
ル
ー
と
同
じ
内
容
の
提
案
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
も
、
当
時
の
英
米
軍
の
有
利
な
軍
事
的
立
場
を
最
大
限
利
用
し
て
。

同
日
の
電
報
に
お
い
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、「
次
の
二
ヶ
月
、
世
界
の
最
も
重
要
な
こ
と
が
決
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
」

と
断
言
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ソ
連
側
と
取
り
決
め
た
占
領
地
域
に
関
す
る
線
引
き
を
は
み
出
て
、
英
米
軍
が
占
領
し
て
い
る
地
域
か
ら

撤
退
し
な
い
よ
う
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
懇
願
し
て
い
た
。
同
電
報
で
は
、
こ
の
外
交
的
に
有
利
な
軍
事
的
占
領
を
無
為
に
失
う
こ
と
は
、
ソ

連
の
全
欧
州
支
配
に
つ
な
が
る
と
警
告
し
て
い
た（

28
）。

ケ
ベ
ッ
ク
で
米
ロ
が
取
り
決
め
て
、
そ
こ
で
我
々
が
地
図
上
に
黄
色
で
示
し
た
占
領
線
ま
で
、
合
衆
国
陸
軍
が
提
案
ど
お
り
に
撤
退
す

る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
支
配
の
波
が
三
〇
〇
〜
四
〇
〇
マ
イ
ル
の
戦
線
で
一
二
〇
マ
イ
ル
前
進
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
う
な
れ
ば
、

こ
の
出
来
事
は
歴
史
に
お
け
る
最
大
の
憂
鬱
の
ひ
と
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
人
が
そ
の
地
域
を
占
領
す
れ
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
は

完
全
に
ロ
シ
ア
占
領
地
域
に
沈
み
込
み
深
く
埋
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ロ
シ
ア
の
国
境
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ノ
ー
ス
ケ

ー
プ
か
ら
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
‐
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
境
沿
い
に
、
バ
ル
ト
海
を
横
切
り
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
の
東
を
か
す
め
、
現
在
合
意
さ
れ

て
い
る
占
領
線
を
通
り
、
バ
バ
リ
ア
と
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
と
の
国
境
を
抜
け
、
普
通
は
四
カ
国
占
領
に
な
る
は
ず
で
あ
る
オ
ー
ス
ト

リ
ア
国
境
ま
で
、
さ
ら
に
こ
の
国
﹇
オ
ー
ス
ト
リ
ア
﹈
を
分
断
し
、
チ
ト
ー
と
ロ
シ
ア
が
そ
の
東
全
部
を
主
張
す
る
イ
ゾ
ン
ツ
ォ
川
ま

で
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
ロ
シ
ア
支
配
の
地
域
は
、
バ
ル
ト
地
域
、
占
領
線
ま
で
の
ド
イ
ツ
、
全
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ

キ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
部
分
、
全
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
含
む
で
あ
ろ
う
。（
現
在

ふ
ら
ふ
ら
の
状
況
に
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
に
到
着
す
る
ま
で
。）
そ
れ
は
、
ベ
ル
リ
ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
、
ブ
カ
レ
ス
ト
そ
し
て

ソ
フ
ィ
ア
を
含
む
中
部
欧
州
の
す
べ
て
の
偉
大
な
首
都
を
含
む
で
あ
ろ
う
。
ト
ル
コ
と
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
の
地
位
は
確
実
か
つ

　
（
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す
ぐ
に
討
議
の
対
象
に
な
る
で
あ
ろ
う（

29
）。

　

こ
こ
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
米
が
現
在
保
有
し
て
い
る
有
利
な
軍
事
的
状
況
を
利
用
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
、チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
そ
し
て
バ
ル
カ
ン
半
島
の
問
題
を
一
括
で
英
米
側
に
有
利
に
解
決
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
れ
は
、

戦
後
に
お
け
る
、
ソ
連
勢
力
の
東
欧
と
バ
ル
カ
ン
半
島
か
ら
の
放
逐
を
意
味
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ソ
連
が
一
九
四
一
年
の
勢
力
圏
へ
と

後
退
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
パ
ー
セ
ン
ト
合
意
の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
。
そ
し
て
、
唯
一
の
譲
歩
と
し
て
、
チ
ャ
ー
チ

ル
は
、
ト
ル
コ
の
二
海
峡
を
通
り
ソ
連
が
地
中
海
に
出
て
く
る
権
利
と
、
バ
ル
ト
海
か
ら
北
海
に
出
て
く
る
権
利
を
与
え
る
こ
と
を
考
え
て

い
た
。
さ
ら
に
、「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
と
の
関
連
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
の
チ
ャ
ー
チ
ル
の
解
決
案
を
ソ
連
が
受
諾
で
き
な
い
場

合
に
は
、
第
三
次
世
界
大
戦
も
あ
り
う
る
と
い
う
前
提
を
ト
ル
ー
マ
ン
に
飲
ま
せ
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

我
々
は
、
い
く
つ
か
の
強
力
な
交
渉
力
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
使
用
は
平
和
的
合
意
を
可
能
に
す
る
。
第
一
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ソ

連
に
よ
る
ド
イ
ツ
占
領
の
一
時
的
性
格
、
特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
そ
し
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
等
の
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
渓
谷
、

お
よ
び
バ
ル
カ
ン
半
島
で
ロ
シ
ア
化
ま
た
は
ロ
シ
ア
支
配
下
の
国
々
で
樹
立
さ
れ
る
べ
き
状
況
に
関
し
て
、﹇
英
米
﹈
同
盟
（the 

A
llies

）
が
満
足
す
る
﹇
結
果
を
得
ら
れ
る
﹈
ま
で
、
現
在
の
占
領
地
域
か
ら
﹇
規
定
さ
れ
た
﹈
占
領
線
ま
で
撤
退
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
、
我
々
は
、
黒
海
と
バ
ル
ト
海
か
ら
の
出
口
に
関
す
る
こ
と
を
、
全
体
講
和
の
一
部
と
す
る
こ
と
で
彼
等
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
欧
州
の
合
衆
国
軍
が
弱
体
化
す
る
ま
で
だ
け
と
い
う
条
件
下
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
問
題
は
解
決
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

合
衆
国
軍
が
欧
州
か
ら
撤
退
し
西
側
世
界
が
そ
の
軍
事
力
を
縮
小
す
る
前
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、
満
足
で
き
る
解
決
見
込
み
は
な

く
、
第
三
次
世
界
大
戦
を
防
げ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
こ
の
ロ
シ
ア
と
の
早
め
の
そ
し
て
素
早
い
対
決
と
講
和
に
、
今
、

　
（
一
四
二
四
）
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我
々
の
希
望
を
賭
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

こ
こ
で
は
、
彼
は
ま
だ
次
の
よ
う
に
述
べ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
で
の
英
米
共
闘
を
求
め
て
い
た
。「
と
に
か
く
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
た
め
に
、

私
は
ロ
シ
ア
に
対
し
て
我
々
の
立
場
を
弱
め
る
こ
と
に
反
対
す
る（

30
）。」

　

五
月
一
二
日
の
電
報
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
、「
力
や
脅
迫
や
脅
し
に
反
対
し
、
秩
序
だ
っ
た
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
領
土
問
題

を
解
決
す
る
基
本
原
則
」
を
守
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
ユ
ー
ゴ
に
よ
る
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
の
軍
事
支
配
に
対
抗
す
る
と
い
う
ア

メ
リ
カ
の
決
意
を
伝
え
た
。
一
〇
日
の
国
務
省
の
立
場
と
彼
自
身
の
決
断
に
基
づ
き
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
中
欧
の
ほ
か
の
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
例
と
し
て
、
こ
の
問
題
で
の
英
米
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
し
た
。

問
題
は
、
我
々
二
カ
国
が
、
我
等
の
同
盟
国
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
と
日
本
を
思
わ
せ
る
、
無
軌
道
な
領
土
略
奪
や
﹇
そ
の
﹈
戦
術
を
許
可
す

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
当
該
地
域
の
核
で
あ
り
、
中
部
欧
州
の
多
く
の
地
域
に
と
っ
て
死
活
的
な
出
口
で
あ
る
ト
リ
エ
ス
テ
を
、
ユ
ー

ゴ
が
占
領
す
る
こ
と
は
、
当
面
の
関
連
地
域
以
上
に
広
範
囲
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。﹇
こ
れ
に
﹈
あ
な
た
が
同
意
す
る
こ
と

は
わ
か
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
こ
の
問
題
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
と
も
関
連
付
け
て
、
英
米
合
同
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
リ
ン
に
圧
力
を
加
え
る
こ

と
も
提
案
し
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
の
提
案
を
喜
ん
だ
。「
お
っ
し
ゃ
る
す
べ
て
に
賛
成
で
、
あ
な
た
の
提
案
に
沿
っ
て
全
力
を
か

け
て
努
力
し
ま
す
。」
ま
た
、
彼
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
が
、
よ
り
安
定
し
た
戦
後
欧
州
秩
序
と
よ
り
頼
れ
る
国
際
連
合
を
実
現
す
る
こ

と
に
繋
が
る
と
述
べ
、「
欧
州
が
も
う
ひ
と
つ
の
流
血
か
ら
救
わ
れ
る
」
と
ま
で
持
ち
上
げ
て
い
た（

31
）。

　
（
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そ
の
う
え
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
後
者
が
と
に
か
く
次
の
数
週
間
、
欧
州
か
ら
米
陸
軍
お
よ
び
陸
軍
航
空
隊
の
部

隊
を
動
か
さ
な
い
と
い
う
「
停
止
命
令
」
を
出
す
よ
う
に
懇
請
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
ユ
ー
ゴ
と
の
限
定
戦
争
に
な
っ
た
場
合
、
ト
ル
ー

マ
ン
が
ど
れ
ぐ
ら
い
の
米
軍
兵
力
を
提
供
で
き
る
か
を
尋
ね
て
い
た
。

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
﹇
電
報
﹈
Ｎ
Ａ
Ｆ 

九
五
九
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
と
の
戦
闘
時
、
彼
の
部
隊
で
あ
る
第
一
五
軍
団
の
ど
の
部
隊

が
彼
の
指
揮
下
に
は
い
る
の
か
を
緊
急
に
訊
い
て
い
る
。﹇
現
在
は
、﹈
彼
は
使
用
可
能
な
兵
力
と
し
て
、
七
個
米
師
団
、
四
個
英
師
団
、

一
個
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
師
団
、
一
個
南
ア
フ
リ
カ
師
団
、
二
個
イ
ギ
リ
ス
‐
イ
ン
ド
師
団
、
二
個
ポ
ー
ラ
ン
ド
師
団
、
そ
し
て
一
個

ブ
ラ
ジ
ル
師
団
、
合
計
一
八
個
師
団
を
持
っ
て
い
る
。
疑
い
も
な
く
、
こ
れ
ら
が
彼
の
指
揮
下
に
は
い
れ
ば
、
我
々
﹇
両
﹈
政
府
が
命

令
す
る
か
も
し
れ
な
い
す
べ
て
の
政
策
実
行
に
関
し
て
、
彼
は
自
信
を
持
て
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
英
人
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
こ
の
限
定
戦
争
に
関
す
る
白
紙
委
任
状
を
求
め
る
に
等
し
か

っ
た（

32
）。

　

五
月
一
三
日
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
相
宛
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
五
月
一
二
日
付
の
ト
ル
ー
マ
ン
電
報
を
「
我
々
が
欧
州
で
戦
い

か
つ
勝
ち
取
っ
た
大
義
の
道
徳
的
特
質
」
を
体
現
す
る
「
最
も
顕
著
な
文
書
」
と
褒
め
上
げ
た
。
さ
ら
に
、チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
を
、

ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
は
異
な
り
、
米
国
内
の
孤
立
主
義
を
抑
え
、
欧
州
問
題
解
決
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
責
任
を
受
け
入
れ
た
新
指
導
者
と
賞
賛
し

て
い
た
。「
こ
の
こ
と
は
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
の
下
で
、
欧
州
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
の
非
難
も
恐
れ
ず
、
強
く
大
胆
な
行
動
を
ア
メ
リ
カ
が

行
う
用
意
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。」
ま
た
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
相
宛
電
報
で
、
彼
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
そ
し
て
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
独
立
と
主
権
」
に
関
す
る
問
題
で
、
英
米
共
同
で
ス
タ
ー
リ
ン
に
圧
力
を
か
け
て
譲
歩
さ

　
（
一
四
二
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せ
る
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
圧
力
を
か
け
て
、
チ
ト
ー
に
譲
歩
を
迫
る
こ
と
を
提
案

し
て
い
た
。
五
月
一
四
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
、
ユ
ー
ゴ
に
よ
る
ト
リ
エ
ス
テ
占
領
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
英
米
兵

力
を
使
用
す
る
覚
悟
が
あ
る
と
い
う
電
報
を
ス
タ
ー
リ
ン
に
送
付
し
て
も
よ
い
か
と
尋
ね
た（

33
）。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
と
ト
ル
ー
マ
ン
が
武
力
行
使
に
向
け
た
政
治
決
断
を
行
っ
て
い
た
頃
、
皮
肉
に
も
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
対
し
て
、

ユ
ー
ゴ
軍
を
追
い
出
す
こ
と
は
、
と
り
わ
け
ソ
連
が
支
援
し
た
場
合
は
、
か
な
り
難
し
い
と
警
告
し
て
い
た
。
五
月
一
一
日
の
電
報
で
、
彼

は
、
対
抗
す
る
の
に
「
必
要
な
」
兵
力
量
は
「
主
と
し
て
、
ロ
シ
ア
人
が
チ
ト
ー
を
支
援
す
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
」
と
述
べ

て
い
た
。
た
と
え
ソ
連
の
物
質
的
支
援
が
な
く
て
も
、
チ
ト
ー
軍
を
排
除
す
る
の
に
「
合
計
で
一
一
個
師
団
」
が
必
要
と
判
断
し
、
さ
ら
に
、

「
米
英
部
隊
は
、
戦
争
の
こ
の
時
期
、
ユ
ー
ゴ
人
と
の
新
た
な
戦
い
を
非
常
に
嫌
が
る
」
と
、
彼
は
予
想
し
て
い
た
。
そ
れ
以
上
に
、
も
し

ソ
連
が
参
戦
す
れ
ば
、
彼
の
部
隊
は
対
応
で
き
な
い
と
、
彼
は
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
た
。

ロ
シ
ア
人
が
チ
ト
ー
を
支
援
す
る
と
決
め
た
ら
、
そ
の
支
援
﹇
内
容
﹈
は
直
接
的
戦
闘
参
加
か
ら
、
チ
ト
ー
指
揮
下
で
チ
ト
ー
型
志
願

兵
方
式
の
作
戦
を
行
う
そ
れ
﹇
内
容
﹈
ま
で
の
違
い
が
あ
り
う
る
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、﹇
こ
れ
ら
に
対
抗
す
る
の
に
﹈
必
要
と
さ

れ
る
﹇
軍
事
的
﹈
資
源
を
算
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。﹇
必
要
兵
力
量
は
、﹈
私
が
こ
の
戦
線
で
使
用
で
き
る
す
べ
て
を
明
白
に

超
過
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
の
軍
事
情
勢
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
考
え
て
い
る
ほ
ど
英
米
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
五
月
一
二
日
の
電
報
で
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に
チ
ト
ー
軍
と
の
戦
闘
が
始
ま
る
べ
き
か
と

い
う
指
針
を
伝
え
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
武
力
衝
突
は
、「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
に
よ
る
、
貴
軍
兵
力
に
対
す
る
攻
撃
の
結
果
と
い
う
形
に

　
（
一
四
二
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お
い
て
の
み
」
始
ま
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
の
準
備
を
周
到
に
進
め
る
よ
う
に
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た（

34
）。

実
は
、
こ
の
方
針
を
提

案
し
た
の
は
、
Ｊ
Ｃ
Ｓ
で
あ
っ
た（

35
）。

　

五
月
一
四
日
の
チ
ャ
ー
チ
ル
宛
電
報
に
よ
れ
ば
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
ド
イ
ツ
占
領
に
お
け
る
ソ
連
の
意
図
が
明
白
に
な
る
ま
で
、
米
軍
の

太
平
洋
戦
線
へ
の
移
動
「
停
止
命
令
」
を
発
令
す
る
気
が
な
か
っ
た
。
が
、
そ
の
一
方
で
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
に
関
し
て
は
、

チ
ト
ー
が
戦
闘
行
為
を
最
初
に
行
う
こ
と
を
条
件
に
、
限
定
戦
争
へ
の
承
認
を
チ
ャ
ー
チ
ル
に
与
え
た
。

　

チ
ト
ー
軍
が
﹇
先
に
﹈
攻
撃
し
な
け
れ
ば
、私
は
こ
の
国
﹇
ア
メ
リ
カ
﹈
を
も
う
ひ
と
つ
の
戦
争
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

 

チ
ト
ー
が
敵
対
的
行
動
を
取
り
、
い
か
な
る
場
所
で
あ
っ
て
も
わ
が
連
合
軍
部
隊
を
攻
撃
す
れ
ば
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
元
帥
は
彼
の

指
揮
下
に
あ
る
す
べ
て
の
国
籍
の
部
隊
を
必
要
な
だ
け
使
用
す
る
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は
、
英
側
に
は
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た（

36
）。

第
三
節　

チ
ャ
ー
チ
ル
と
「
引
き
金
」

　

五
月
一
四
日
付
の
報
告
に
お
い
て
、
イ
ー
デ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
対
し
て
、
チ
ト
ー
が
英
米
共
同
の
撤
退
要
求
に
従
わ
な
い
場
合
に
ど
う

す
る
か
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
人
は
最
終
的
に
は
ま
だ
決
め
か
ね
て
い
る
と
警
告
し
て
い
た
。
ま
た
、
同
日
付
の
も
う
ひ
と
つ
の
報
告
で
、

イ
ー
デ
ン
は
、
中
・
東
欧
に
関
す
る
ト
ル
ー
マ
ン
、
リ
ー
ヒ
、
そ
し
て
グ
ル
ー
ら
と
の
会
談
の
内
容
を
伝
え
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
ポ
ー
ラ
ン
ド

問
題
に
関
し
て
「
我
々
は
こ
の
問
題
の
解
決
を
得
る
事
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
、
か
な
り
悲
観
的
に
な
っ
て
い
る
と
報
告
し
て
い
た
。
ト
ル

　
（
一
四
二
八
）
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ー
マ
ン
を
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
関
し
て
、
武
力
行
使
に
巻
き
込
む
見
込
み
は
限
り
な
く
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
に
関
し
て
は
、
は
る
か
に
積
極
的
で
あ
り
、
こ
の
問
題
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
以
上
に
心
配
で
す
ら
」
あ
る
と
認

め
て
い
た
。
と
は
い
え
、
彼
は
、
ベ
ル
グ
ラ
ー
ド
で
の
英
米
代
表
団
と
チ
ト
ー
側
の
交
渉
に
最
後
の
望
み
を
か
け
て
い
た
。
グ
ル
ー
は
、
こ

の
問
題
で
は
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
戦
闘
が
起
こ
れ
ば
国
際
連
合
樹
立
に
関
す
る
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
議
に
悪
影
響
が
で
る
と
懸
念
し
て

い
た
。
リ
ー
ヒ
も
ま
た
、
英
米
軍
の
存
在
と
外
交
的
努
力
で
、
チ
ト
ー
が
譲
歩
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。
こ
の
会
議
に
参
加
し
て
い
た

ク
レ
メ
ン
ト
・
ア
ト
リ
ー
英
副
首
相
（C

lem
ent A

ttlee

）
は
、
ユ
ー
ゴ
側
が
占
領
し
て
い
る
地
域
に
対
す
る
、
英
米
軍
側
の
演
習
で
チ
ト

ー
に
正
気
を
取
り
戻
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
唆
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、「
我
々
は
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
あ
き
あ

き
し
て
き
た
」
と
発
言
し
た
。
リ
ー
ヒ
は
、
戦
線
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
「
捕
虜
と
解
放
さ
れ
た
地
域
へ
の
ア
ク
セ
ス
」
に
関
す
る
問
題
で
、

ロ
シ
ア
人
が
英
米
側
を
全
く
信
頼
し
て
い
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
た（

37
）。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
彼
が
考
え
て
る
方
向
に
ア
メ
リ
カ
を
誘
う
た
め
に
は
、
最
後
の
一
押
し
が
必
要
と
判
断
し
た
。
彼
は
、
チ
ト
ー
の
直
接

攻
撃
で
は
な
く
、
チ
ト
ー
が
英
米
の
占
領
計
画
を
拒
否
し
た
だ
け
で
、
限
定
戦
争
開
始
の
た
め
の
十
分
な
戦
争
理
由
に
な
る
、
い
や
な
る
べ

き
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
五
月
一
五
日
の
電
報
で
、
彼
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
戦
争
理
由
の
内
容
を
文
字
通
り
の
戦
闘
開

始
か
ら
チ
ト
ー
に
よ
る
占
領
の
固
執
に
変
更
し
よ
う
と
し
た
。「
私
は
こ
う
思
っ
て
い
る
、
彼
﹇
チ
ト
ー
﹈
が
こ
れ
ら
の
地
域
を
長
期
に
わ

た
り
不
法
占
有
し
、
そ
れ
に
固
執
す
れ
ば
、﹇
そ
れ
は
﹈（
引
用
）
攻
撃
（
引
用
終
わ
り
）
を
構
成
す
る
で
あ
ろ
う
と
。」
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、

ま
だ
出
口
を
求
め
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
、
出
口
を
な
く
そ
う
と
し
て
い
た
。
彼
と
イ
ー
デ
ン
は
、
チ
ト
ー
の
拒
否
は
戦
闘
行
為
を
必
ず
し
も
意

味
し
な
い
と
す
る
ア
メ
リ
カ
の
理
解
に
反
対
し
て
い
た
。 

こ
の
変
更
提
案
に
驚
い
た
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
一
六
日
の
電
報
で
、
彼
が
意
味
す
る

戦
闘
と
は
ま
さ
し
く
戦
闘
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
で
は
な
い
と
返
答
し
て
い
た
。「
明
白
な
の
は
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
が
我
々
を
攻
撃
し
な

い
か
ぎ
り
、
私
は
こ
の
国
﹇
ア
メ
リ
カ
﹈
を
彼
等
と
の
戦
争
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
し
た
く
も
な
い（

38
）。」

　
（
一
四
二
九
）
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チ
ャ
ー
チ
ル
に
と
っ
て
、
中
・
東
欧
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
は
、
太
平
洋
戦
争
へ
の
ソ
連
の
早
期
参
加
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
必

要
に
よ
っ
て
妥
協
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
こ
れ
が
ト
ル
ー
マ
ン
の
「
及
び
腰
」
の
理
由
と
考
え
て
い
た
。
駐
米
大
使

で
あ
っ
た
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
卿
（L

ord H
alifax

）
宛
の
一
四
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
我
々
は
、
で
き

る
だ
け
早
期
の
ソ
連
の
対
日
参
戦
を
望
ん
で
い
る
。﹇
し
か
し
、﹈
彼
等
﹇
ソ
連
﹈
の
極
東
で
の
大
き
な
権
益
か
ら
し
て
、
中
欧
や
バ
ル
カ
ン

半
島
で
の
自
由
と
正
義
の
支
配
を
後
退
さ
せ
る
と
い
う
コ
ス
ト
を
払
っ
て
ま
で
、
彼
等
に
お
願
い
し
た
り
、
彼
等
か
ら
買
い
取
っ
た
り
す
べ

き
も
の
で
は
な
い
。」 
ま
た
、
同
日
の
ト
ル
ー
マ
ン
宛
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
太
平
洋
戦
線
の
た
め
に
欧
州
か
ら
米
軍
を
早
期
に
撤
退

さ
せ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
ド
イ
ツ
で
な
に
を
し
で
か
す
か
わ
か
ら
な
い
と
警
告
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
米
軍
撤
退

の
ペ
ー
ス
は
「
八
月
か
九
月
ま
で
一
ヶ
月
に
五
万
人
」
を
超
え
な
い
し
、
対
日
戦
用
の
輸
送
が
す
で
に
限
界
に
達
し
、
米
軍
は
新
た
な
兵
力

移
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
レ
ポ
ー
ト
に
気
を
よ
く
し
て
い
た
。
五
月
一
五
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ス
タ
ー
リ
ン
に
、
英
米

側
は
チ
ト
ー
に
対
し
て
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
西
部
か
ら
の
ユ
ー
ゴ
軍
部
隊
撤
退
を
要
求
し
た
と
伝
え
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
欧
州

で
の
強
力
な
米
軍
駐
留
だ
け
が
、
ソ
連
と
そ
の
衛
星
国
に
よ
る
主
要
軍
事
行
動
を
阻
害
で
き
る
と
固
く
信
じ
て
い
た
。
一
六
日
の
電
報
で
、

彼
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
、
英
米
軍
側
が
さ
ら
な
る
援
軍
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
ユ
ー
ゴ
側
に
圧
力
を
加
え
る
よ
う
に
命
令
し
た
。

「
か
く
て
、﹇
対
﹈
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
戦
線
に
さ
ら
な
る
兵
力
集
中
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
チ
ト
ー
あ
る
い
は
彼
の
後

ろ
に
い
る
ロ
シ
ア
は
、
米
軍
が
欧
州
に
い
る
間
は
、
大
規
模
な
﹇
軍
事
﹈
衝
突
を
引
き
起
こ
す
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
こ
れ

に
対
し
て
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
彼
の
部
隊
の
士
気
を
保
つ
た
め
、
な
に
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
正
直
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る

と
述
べ
る
と
と
も
に
、
次
の
命
令
を
彼
の
指
揮
下
に
あ
る
部
隊
長
に
下
し
た
。「
チ
ト
ー
元
帥
の
部
隊
を
南
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
北
イ
タ
リ
ア

全
域
ま
た
は
﹇
そ
の
﹈
一
部
か
ら
追
放
す
る
た
め
の
作
戦
実
行
が
、
す
ぐ
に
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
行
動
の
目
的
は
、
チ
ト
ー

元
帥
に
、
軍
事
力
と
軍
事
占
領
に
よ
っ
て
、
現
ユ
ー
ゴ
国
境
を
越
え
る
特
定
地
域
の
保
有
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
悟

　
（
一
四
三
〇
）
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ら
せ
る
こ
と
で
あ
る（

39
）。」

　

実
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
府
と
陸
軍
は
、
ユ
ー
ゴ
側
と
対
決
す
る
た
め
、
強
力
な
特
別
部
隊
の
派
遣
を
考
慮
し
始
め
て
い
た
。
五
月
一
七
日

の
メ
モ
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
「
予
備
的
」
考
慮
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
指
揮
下
の
部
隊
の
ほ

か
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｓ
・
パ
ッ
ト
ン
・
ジ
ュ
ニ
ア
大
将
（G

eorge S. P
atton Jr.

）
に
新
た
な
五
個
機
甲
師
団
を
率
い
さ
せ
、
チ
ト
ー
側
に
圧

力
を
か
け
ら
れ
る
地
域
ま
で
進
出
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
報
告
し
た
。
緊
急
事
態
限
定
と
は
言
う
も
の
の
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
パ
ッ
ト
ン
が

率
い
る
五
個
師
団
を
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の 

指
揮
下
に
置
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
事
実
上
の
イ
ギ
リ
ス
指
揮
下
に
置
く
こ
と
を
付
け
加
え
た
。

一
七
日
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
マ
ク
ナ
ニ
ー
に
対
し
て
、
大
統
領
が
「
チ
ト
ー
と
の
戦
端
を
開
く
こ
と
に
懸
念
」
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
彼
は

ま
た
「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
の
行
動
の
受
容
に
関
し
て
、
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
」
こ
と
を
伝
え
た
。
さ
ら
に
、「
ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
パ
ッ
ト
ン
指
揮
下
の
数
機
甲
師
団
の
援
軍
を
派
遣
す
る
と
い
う
提
案
に
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
が
合
意
す
れ
ば
、
ア
イ
ゼ
ン

ハ
ワ
ー
は
英
米
連
合
参
謀
本
部
と
議
論
す
る
前
に
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
と
非
公
式
に
討
議
す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
伝
え
た
。
一
八
日
、
マ

ク
ナ
ニ
ー
は
、「
提
案
さ
れ
て
い
る
そ
の
行
動
で
問
題
を
う
ま
く
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
返
答
し
て
い
た（

40
）。

　

米
側
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
プ
ラ
ハ
で
の
ソ
連
側
の
態
度
に
い
ら
い
ら
を
募
ら
せ
て
い
た
。
五
月
一
六
日
の

会
議
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
と
ハ
リ
マ
ン
は
イ
ー
デ
ン
の
前
で
、
ソ
連
が
米
英
側
代
表
に
よ
る
ウ
ィ
ー
ン
・
プ
ラ
ハ
訪
問
を
拒
否
し
た
こ
と
を

強
く
非
難
し
て
い
た
。
同
日
の
電
報
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
自
身
が
ス
タ
ー
リ
ン
に
直
接
、
後
者
が
ハ
リ
マ
ン
に
四
月
一
三
日
に
約
束
し
た
こ
と

と
反
し
て
、
英
米
代
表
が
ソ
連
側
に
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
訪
問
を
拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
同
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
チ
ト
ー

に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
に
関
し
て
大
き
な
譲
歩
を
す
る
よ
う
に
迫
っ
て
い
た（

41
）。

　

こ
の
文
脈
に
お
い
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
限
定
戦
争
を
開
始
す
る
基
準
を
下
げ
よ
う
と
し
た
。
彼
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
、
英
米
軍
の
安
全
確

保
の
た
め
に
よ
り
強
い
行
動
を
取
る
こ
と
を
求
め
た
。
五
月
一
九
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ヴ
ェ

　
（
一
四
三
一
）
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ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
に
お
い
て
英
米
軍
兵
士
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
報
告
を
伝
え
た
。

さ
ら
に
続
け
て
、「
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
よ
る
軍
政
機
能
を
適
切
に
確
保
す
る
た
め
の
行
動
は
、（
引
用
）
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
人
と
の
戦
争
（
引

用
終
わ
り
）
を
意
味
し
な
い
」
と
し
、
限
定
的
な
戦
闘
行
為
容
認
の
立
場
を
明
白
に
し
た
。
し
か
も
、
彼
は
、
英
米
軍
は
最
初
に
撃
た
な
い

こ
と
を
徹
底
さ
せ
る
と
保
証
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
こ
の
戦
闘
行
為
容
認
に
反
対
し
に
く
く
し
て
い
た
。
実
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
こ
の
チ
ャ

ー
チ
ル
の
リ
ス
ク
容
認
を
不
安
が
っ
て
い
た
。
一
九
日
、
前
駐
ソ
大
使
で
あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｅ
・
デ
ー
ビ
ス
（Joseph E

. D
avis

）
に

対
し
て
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
ス
タ
ー
リ
ン
対
応
と
同
じ
ぐ
ら
い
「
チ
ャ
ー
チ
ル
首
相
と
も
難
儀
」
が
あ
る
と
し
、「
彼
等
の
両
方
と
も
火
中
の

栗
を
拾
お
う
と
す
る
猫
の
つ
め
﹇T

H
E

 PA
W

 O
F

 C
A

T

―
手
先
に
な
る
人
の
意
﹈
で
あ
り
、
そ
し
て
猫
の
つ
め
に
な
る
ぐ
ら
い
な
ら
、
私

は
猫
で
は
な
く
つ
め
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
チ
ャ
ー
チ
ル
と
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ト
リ

エ
ス
テ
問
題
に
関
し
て
本
気
で
な
い
の
に
火
遊
び
を
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
本
当
は
ト
ル
ー
マ
ン
だ
け
が
必
要
と
な
れ
ば
、
大
き
な
軍
事
行

動
を
行
う
準
備
が
あ
る
と
明
白
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
歴
史
家
ハ
イ
ン
リ
ッ
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
同
日
、
グ
ル
ー
は
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
が
最
高

潮
に
達
し
た
せ
い
で
心
配
で
眠
れ
ず
、
明
け
方
ソ
連
の
野
心
を
「
き
わ
め
て
危
険
視
」
す
る
私
的
メ
モ
を
書
い
た
と
い
う（

42
）。

　

五
月
二
一
日
の
電
報
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
の
限
定
的
戦
闘
行
動
許
可
の
立
場
を
承
認
し
た
。
そ
し
て
、
米
軍
の
援
軍
派
遣
に

鑑
み
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
同
地
域
で
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
指
揮
独
占
よ
り
も
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
指
揮
系
統
へ
の
参
加
を
提
案
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
英
米
側
か
ら
戦
端
を
開
く
こ
と
が
決
し
て
な
い
よ
う
に
、
最
大
限
の
慎
重
さ
を
求
め
て
い
た
。

疑
い
も
な
く
、
わ
が
指
揮
官
達
は
、
彼
等
の
部
隊
が
危
険
な
（untenable
）
軍
事
的
状
況
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
、
必
要
な
用
心
を
し

て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
防
ぐ
う
え
で
、
我
々
は
我
々
の
リ
ー
ダ
ー
達
に
、
明
白
な
﹇
軍
事
﹈
行
動
が
あ
る
と
す
れ

ば
、
チ
ト
ー
軍
部
隊
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
保
障
す
る
よ
う
に
、
最
大
限
の
用
心
深
さ
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
、
明
白
に
し
て
お
か
ね
ば
な
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ら
な
い
。

も
し
起
こ
れ
ば
、
こ
の
軍
事
衝
突
が
地
域
的
国
境
紛
争
事
件
で
終
わ
る
可
能
性
を
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
疑
問
視
し
て
い
た
。「
強
大
な
軍
事
力

の
誇
示
は
、
チ
ト
ー
を
正
気
に
返
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
戦
闘
行
動
が
始
ま
れ
ば
、
そ
れ
は
国
境
紛
争
事
件
と
し
て
考
え
ら
れ

る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。」 

こ
こ
で
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
へ
の
援
軍
派
遣
に
合
意
し
つ
つ
も
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
対
し

て
、
ア
メ
リ
カ
は
太
平
洋
戦
争
を
で
き
る
だ
け
早
く
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
デ
ィ
レ
ン
マ
を
吐
露
し
て
い
た
。「
私
は
、
太

平
洋
へ
の
米
軍
兵
力
の
再
配
置
に
影
響
を
及
ぼ
す
、
避
け
得
る
妨
害
に
巻
き
込
ま
れ
て
は
な
ら
な
い（

43
）。」

　

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
の
国
境
紛
争
事
件
と
し
て
終
わ
ら
な
い
と
い
う
懸
念
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
圧
力
を
か
け
る
英
米
軍
事
力
誇

示
に
結
び
付
け
よ
う
と
し
た
。
五
月
二
一
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
う
述
べ
た
。「
我
々
の
﹇
戦
力
﹈
配
置
が
強
力
で
あ
れ
ば
、
戦

わ
ず
し
て
解
決
に
至
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
思
う
。
こ
の
問
題
で
の
我
々
の
強
い
立
場
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
討
議
で
価
値
が
で
る
と

信
じ
て
い
る
。」 

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
太
平
洋
へ
の
英
米
軍
の
再
展
開
と
そ
の
後
の
動
員
解
除
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
欧
州
で
の
強
力
な
ソ

連
の
地
位
確
立
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
と
心
配
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
の
欧
州
支
配
を
防
ぐ
た
め
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
平
和
会
議
で
す
べ

て
の
主
要
国
境
問
題
を
解
決
で
き
る
、
安
定
し
た
欧
州
秩
序
を
英
米
側
が
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
い
た
。
ト
リ
エ
ス
テ
問
題

に
関
す
る
、
ト
ル
ー
マ
ン
か
ら
ス
タ
ー
リ
ン
に
送
ら
れ
る
予
定
の
草
稿
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
言
及
し
な
が
ら
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
米
側
が
こ
の

問
題
を
平
和
会
議
で
議
論
さ
れ
る
他
の
欧
州
国
境
問
題
と
分
離
し
て
議
論
し
な
い
よ
う
に
念
を
押
し
て
い
た
。
五
月
二
一
日
の
電
報
で
、
ト

ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
、「
ア
ン
ク
ル
ジ
ョ
ー
﹇
ス
タ
ー
リ
ン
﹈
が
彼
の
影
響
力
を
行
使
し
て
、
ベ
ネ
ジ
ア
・
ギ
ウ
リ
ア
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
﹈
で
の
チ
ト
ー
問
題
解
決
に
尽
力
し
て
く
れ
た
ら
と
の
希
望
」
を
表
明
し
て
い
た
。
二
二
日
の
ハ
リ
マ
ン
ら
と
の
夕
食

会
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
個
人
的
に
「
ロ
シ
ア
と
の
関
係
に
深
い
憂
慮
」
を
表
明
し
「
ベ
ネ
ジ
ア
・
ギ
ウ
リ
ア
状
況
で
、
強
い
立
場
を
貫
き
通
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す
こ
と
が
最
重
要
」
と
述
べ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
基
本
的
な
問
題
」
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の

直
接
会
談
ま
で
解
決
で
き
な
い
と
考
え
て
い
た
。
米
側
は
強
硬
姿
勢
を
明
確
に
し
、
ト
ル
ー
マ
ン
自
ら
「
ポ
ー
ラ
と
イ
ス
ト
リ
ア
﹇Istria

﹈

西
岸
の
諸
地
域
」
に
英
米
連
合
軍
の
軍
政
政
府
を
樹
立
す
る
こ
と
に
固
執
し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
こ
の
要
求
を

「
最
も
歓
迎
し
な
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
と
呼
ん
だ（

44
）。

　

こ
こ
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
米
ソ
関
係
の
急
速
な
悪
化
を
恐
れ
、
英
米
の
連
帯
重
視
か
ら
、
英
米
ソ
関
係
の
中
で
よ
り
調
停
役
を
務
め
る
方

向
に
舵
を
と
り
始
め
た
。
五
月
二
二
日
付
け
の
ト
ル
ー
マ
ン
日
記
に
よ
れ
ば
、次
の
よ
う
に
英
米
ソ
協
調
の
達
成
へ
の
決
意
を
書
い
て
い
た
。

「
無
理
が
な
い
永
続
的
な
平
和
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
三
大
国
が
お
互
い
を
信
頼
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
彼
等
自
身
が
正
直

に
そ
れ
を
希
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
等
は
ま
た
中
小
国
の
信
頼
も
勝
ち
得
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ロ
シ
ア
は
、
小
国
の
信
頼
を
得
て

い
な
い
し
、
イ
ギ
リ
ス
も
同
様
で
あ
る
。
私
は
平
和
を
求
め
る
し
、
そ
の
た
め
に
は
戦
う
つ
も
り
で
あ
る
。
私
の
意
見
で
は
、
我
々
は
そ
れ

を
得
る
で
あ
ろ
う（

45
）。」

こ
れ
は
、
ソ
連
問
題
に
関
す
る
二
一
日
夜
の
会
見
で
、
対
英
協
議
の
た
め
ロ
ン
ド
ン
に
派
遣
さ
れ
る
デ
ー
ビ
ス
と
話

し
合
っ
た
後
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
記
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

チ
ャ
ー
チ
ル
に
こ
の
楽
観
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、
派
遣
さ
れ
た
デ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
バ
ル
カ
ン
問
題
全
般
に
関
す
る
ソ
連
の
態
度
に
怒

り
を
爆
発
さ
せ
て
い
た
。
五
月
二
六
日
夜
か
ら
翌
日
未
明
に
か
け
て
の
会
談
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
部
と
ト
リ
エ
ス

テ
地
域
」
に
お
け
る
チ
ト
ー
支
配
を
許
さ
な
い
と
の
決
意
を
表
明
し
、
チ
ト
ー
は
「
全
く
頼
り
に
な
ら
な
い
共
産
主
義
者
で
、
完
全
に
モ
ス

ク
ワ
の
支
配
下
に
あ
る
」
と
断
じ
て
い
た
。
他
方
、
彼
は
、
ソ
連
が
パ
ー
セ
ン
ト
合
意―

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
で
の
「
五
〇
％
対
五
〇
％
」、

ブ
ル
ガ
リ
ア
と
ル
ー
マ
ニ
ア
で
の
「
八
〇
％
対
二
〇
％
」―

を
守
っ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
英
米
ソ
に
よ
る
共

同
管
理
を
無
視
し
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
た
。
ま
た
、
占
領
地
域
で
の
ソ
連
の
や
り
方
に
言
及
し
、
共
産
主
義
よ
り
も
恐
ろ
し
い
「
秘

密
警
察
と
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
的
や
り
方
」
を
押
し
付
け
て
い
る
と
批
判
し
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
、
彼
は
デ
ー
ビ
ス
に
、
対
日
戦
の
た
め
に
欧
州
か
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ら
の
米
軍
撤
退
を
し
な
い
よ
う
に
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
伝
え
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。「
も
し
米
陸
軍
が
欧
州
か
ら
撤
収
す
れ
ば
、
恐
ろ
し
い
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
欧
州
は
打
ち
ひ
し
が
れ
、
赤
軍
と
共
産
主
義
の
な
す
が
ま
ま
に
な
る
だ
ろ
う（

46
）。」

　

そ
の
一
方
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
の
南
端
で
あ
る
ポ
ー
ラ
地
区
へ
の
進
攻
を

強
行
す
る
よ
う
に
命
令
し
た
。
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
が
、
こ
れ
は
挑
発
的
で
英
米
軍
側
を
不
必
要
な
危
険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
る
と
批
判
し
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
五
月
二
九
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
し
ぶ
る
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
叱
責
し
て
い
た
。

チ
ト
ー
に
対
す
る
我
々
の
要
求
と
貴
官
の
進
攻
作
戦
の
な
か
に
、
ポ
ー
ラ
を
含
め
る
こ
と
に
関
し
て
貴
官
が
躊
躇
し
て
い
る
こ
と
は
、

残
念
で
あ
る
。
我
々
は
、
状
況
を
同
じ
角
度
か
ら
見
て
い
な
い
よ
う
だ
。
チ
ト
ー
の
囲
い
込
み
に
対
し
て
退
か
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、

バ
ル
カ
ン
諸
国
と
ロ
シ
ア
に
、
最
終
的
に
は
我
々
が
武
力
を
使
え
な
い
と
い
う
印
象
を
与
え
な
い
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
重

大
時
期
に
譲
歩
し
始
め
れ
ば
、
我
々
は
ど
こ
ま
で
も
押
し
や
ら
れ
て
し
ま
う
、
と
確
信
す
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
米
大
統
領
が
「
ポ
ー
ラ
に
大
き
な
重
要
性
を
」
感
じ
て
お
り
、「
チ
ト
ー
に
対
応
す
る
上
で
、
合
衆
国
と
政
治
的
・
軍
事

的
に
、
正
確
に
共
同
歩
調
を
と
る
べ
き
」
で
あ
る
と
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
を
追
い
詰
め
た
。
さ
ら
に
、 

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ポ
ー
ラ
地
区
を
含

め
な
け
れ
ば
、「
貴
官
が
今
準
備
を
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
主
作
戦
」
に
ア
メ
リ
カ
が
真
剣
な
形
で
参
加
し
な
い
と
述
べ
、
英
連
邦
軍
だ
け

で
は
十
分
な
作
戦
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
得
ら
れ
な
い
と
、
止
め
を
刺
そ
う
と
し
て
い
た
。
か
く
て
、
彼
は
、
上
陸
作
戦
を
念
頭
に
、
で
き
る
だ

け
速
や
か
に
ポ
ー
ラ
地
区
へ
の
作
戦
を
準
備
す
る
よ
う
に
命
令
し
た（

47
）。 
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こ
の
緊
迫
し
た
状
況
下
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
命
令
し
て
い
た
対
ソ
奇
襲
戦
争
計
画
の
研
究
が
、
統
合
計
画
本
部
（T

he Joint P
lanning 

Staff-

Ｊ
Ｐ
）
に
よ
っ
て
、
五
月
二
二
日
付
で
一
応
の
形
で
提
出
さ
れ
た
。 

ま
ず
、
Ｊ
Ｐ
は
、
欧
州
と
中
東
で
の
英
ソ
間
の
利
害
衝
突
と
い

う
前
提
で
、
ロ
シ
ア
に
「
合
衆
国
と
英
帝
国
の
意
思
」
を
押
し
付
け
る
、「
す
ば
や
く
か
つ
限
定
的
な
軍
事
的
成
功
」
を
収
め
る
可
能
性
を

研
究
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
対
ソ
限
定
戦
争
の
可
能
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
に
と
っ
て
、
彼
等
の
結
論
は
失
望
す
る
内
容
で

あ
っ
た
。
Ｊ
Ｐ
に
よ
れ
ば
、ソ
連
側
は
い
つ
で
も
全
面
戦
争
へ
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
「
決
定
す
る
」
軍
事
的
地
位
に
あ
り
、英
側
は
「
ポ

ー
ラ
ン
ド
で
の
公
平
な
取
引
」
を
求
め
る
と
い
う
よ
う
な
限
定
的
な
作
戦
は
で
き
な
い
と
算
定
さ
れ
て
い
た
。「
わ
が
政
治
的
目
標
を
確
実

か
つ
永
続
的
な
結
果
の
達
成
と
す
る
な
ら
、
総
力
戦
で
の
ロ
シ
ア
の
敗
北
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。」
さ
ら
に
、
彼
等
は
、
こ
の
全
面
戦
争

は
「
長
く
そ
し
て
犠
牲
の
多
い
」
も
の
と
予
想
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
彼
等
は
こ
の
軍
事
的
冒
険
に
間
接
的
に
反
対
し
て
い
た（

48
）。

　

最
悪
の
場
合
、
Ｊ
Ｐ
は
、
一
大
陸
上
奇
襲
作
戦
を
採
用
す
べ
き
と
提
案
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
を
中
心
と
す
る
北
東
欧

州
に
お
い
て
、
英
米
側
が
、
一
四
個
機
甲
個
師
団
を
含
む
約
四
七
個
師
団
を
も
っ
て
、
三
〇
個
機
甲
師
団
を
含
む
一
七
〇
個
師
団
（
英
米
水

準
換
算
）
を
持
つ
ロ
シ
ア
軍
に
対
し
て
、
大
攻
勢
を
か
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
明
白
な
数
的
不
利
を
補
う

た
め
、
こ
の
場
所
で
の
作
戦
は
、「
バ
ル
ト
海
で
の
﹇
英
軍
﹈
海
軍
力
の
優
位
」（
艦
砲
射
撃
と
空
母
艦
載
機
に
よ
る
攻
撃
）
を
利
用
し
て
、

進
攻
す
る
英
米
陸
軍
の
左
翼
を
守
り
つ
つ
、「
敵
の
右
翼
を
繰
り
返
し
攻
撃
」
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
と
同
時
に
、
Ｊ
Ｐ
は
、
ロ
シ
ア
軍
は

ド
イ
ツ
軍
に
と
っ
て
「
て
ご
わ
い
相
手
」
で
あ
っ
た
が
、
英
米
と
の
戦
争
で
も
そ
う
な
る
と
警
告
し
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
、
全
面
戦
争
で

の
「
ロ
シ
ア
の
排
除
」（the elim

ination of R
ussia

）
は
、
主
要
な
ロ
シ
ア
大
都
市
部
の
占
領
と
ロ
シ
ア
軍
の
「
決
定
的
な
敗
北
」
に
よ

っ
て
の
み
可
能
と
な
る
と
断
じ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
英
米
の
海
軍
力
と
戦
略
爆
撃
能
力
に
お
け
る
圧
倒
的
優
位
は
、
ソ
連
に
対
し
て

　
（
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は
致
命
的
な
一
撃
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
失
敗
を
念
頭
に
置
い
て
、
た
と
え
主
要

な
ロ
シ
ア
大
都
市
部
を
占
領
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
明
白
な
結
果
に
結
び
つ
か
ず
、
英
米
軍
で
は
ド
イ
ツ
軍
ほ
ど
の
成
功
す
ら
収
め
ら
れ

な
い
、
と
Ｊ
Ｐ
は
警
告
し
て
い
た
。「﹇
英
米
﹈
連
合
で
は
、
一
九
四
二
年
に
ド
イ
ツ
人
が
侵
攻
し
た
の
と
同
様
の
地
域
に
﹇
同
様
の
﹈
速
さ

で
達
す
る
と
は
考
え
に
く
い
し
、
そ
の
﹇
ド
イ
ツ
﹈
侵
攻
で
も
決
定
的
な
結
果
は
出
な
か
っ
た
。」
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
軍
事
的
試
み
は
、

「
非
常
に
長
期
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
膨
大
な
軍
事
的
資
源
の
投
入
と
「
ド
イ
ツ
の
軍
事
的
動
員
可
能
総
人
員
と
す
べ

て
の
西
欧
同
盟
国
の
再
軍
備
と
再
編
成
」
を
必
要
と
す
る
、
と
Ｊ
Ｐ
は
警
告
し
て
い
た
。
要
す
る
に
、
彼
等
は
、
対
ソ
奇
襲
大
戦
争
は
成
功

し
な
い
し
、
ソ
連
を
本
格
的
に
打
ち
破
る
に
は
、
英
米
と
西
欧
各
国
の
全
国
力
投
入
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
再
軍
備
ま
で
必
要
に

な
る
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る（

49
）。

　

そ
の
一
方
で
、
Ｊ
Ｐ
は
、
ロ
シ
ア
に
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
な
戦
略
爆
撃
能
力
も
潜
水
艦
戦
能
力
も
な
く
、
英
米
側
の
基
地
お
よ
び
船
舶
へ
の

大
き
な
脅
威
は
な
い
と
強
調
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
側
に
は
、
対
英
米
勝
利
の
シ
ナ
リ
オ
は
一
切
存
在
し
な
い
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

彼
等
は
、
ソ
連
が
中
欧
へ
の
脅
威
と
な
り
、
東
地
中
海
お
よ
び
中
東
で
の
イ
ギ
リ
ス
権
益
に
挑
戦
す
る
こ
と
は
で
き
る
と
判
断
し
て
い
た
。

特
に
、
ロ
シ
ア
側
は
、
反
撃
と
し
て
、
ト
ル
コ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
分
を
席
巻
し
、
南
東
欧
州
で
の
支
配
的
状
況
を
活
か
し
て
、
ト
ル
コ
の
二

海
峡
を
封
鎖
し
、
英
米
側
の
黒
海
で
の
海
軍
活
動
を
妨
げ
る
で
あ
ろ
う
と
し
、
さ
ら
に
は
ギ
リ
シ
ャ
へ
の
脅
威
に
な
る
と
し
て
い
た
。
そ
し

て
、
ソ
連
は
ペ
ル
シ
ャ
と
イ
ラ
ク
を
占
領
し
、
英
米
の
石
油
資
源
に
圧
力
を
か
け
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
イ
ギ
リ
ス

の
帝
国
防
衛
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
う
る
と
判
断
し
て
い
た（

50
）。

　

興
味
深
い
こ
と
に
、
Ｊ
Ｐ
は
、
こ
の
研
究
の
中
で
、
日
本
と
ソ
連
の
同
盟
が
結
ば
れ
る
可
能
性
を
考
慮
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
て
い
た
。

彼
等
は
、
英
米
軍
が
対
ソ
奇
襲
を
行
え
ば
、
日
ソ
間
で
戦
争
上
の
合
意
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
本
は
本
土
防
衛
用
兵
力
強
化
か

「
一
号
作
戦
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
対
中
国
攻
勢
作
戦
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
算
定
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
Ｊ
Ｐ
は
、
北
東
欧
州
で
、
英

　
（
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米
軍
が
こ
の
冒
険
的
作
戦
を
実
施
す
れ
ば
、「
対
日
主
要
作
戦
」
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
結
果
、
対
日
戦
は
「
手
詰
ま
り
」
状
況
に

な
る
と
予
想
し
て
い
た
。
彼
等
は
、
ま
た
、「
極
東
で
」、
ソ
連
軍
が
英
米
に
対
し
て
攻
勢
作
戦
を
行
う
こ
と
は
「
あ
り
そ
う
も
な
い
」
と
し

て
い
た（

51
）。

　

英
帝
国
陸
軍
参
謀
総
長
ア
ラ
ン
ブ
ル
ッ
ク
卿
（L

ord A
lanbrooke

）
の
五
月
二
四
日
付
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
彼
自
身
が
こ
の
Ｊ
Ｐ
報
告

を
「
注
意
深
く
」
読
み
、
そ
の
結
果
、
成
功
は
「
全
く
不
可
能
」
と
判
断
し
て
い
た
。
五
月
三
一
日
の
会
議
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
、「
ア
ン
シ
ン

カ
ブ
ル
」
作
戦
に
つ
い
て
の
討
議
を
行
い
、
ア
ラ
ン
ブ
ル
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
彼
等
は
「
こ
れ
は
考
え
ら
れ
な
い
（‘unthinkable ’

）
と
今
ま

で
以
上
に
確
信
し
た（

52
）。」

　

こ
の
よ
う
な
悲
観
的
意
見
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
英
米
側
が
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
で
よ

り
挑
発
的
な
行
動
を
取
る
よ
う
に
提
案
し
て
い
た
。
六
月
二
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
、
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。「
ユ
ー
ゴ
ス
ラ

ビ
ア
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
は
よ
く
な
い
。
非
常
に
唐
突
な
要
求
が
、
英
米
部
隊
に
対
し
て
な
さ
れ
、
明
白
な
力
の
誇
示
と
な
っ
て
い
る
。」
こ

の
時
期
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
、
ト
ル
ー
マ
ン
そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
が
、
次
の
三
大
巨
頭
会
談
を
ど
こ
で
開
こ
う
か
と
相
談
し
て
い
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
の
時
点
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
英
米
の
力
を
見
せ
る
た
め
に
、
た
と
え
軍
事
衝
突
に
な
っ
て
も
、
英

米
軍
を
ト
リ
エ
ス
テ
に
侵
攻
さ
せ
、
ユ
ー
ゴ
の
脅
威
を
取
り
除
く
こ
と
を
提
案
し
た
。

私
の
理
解
で
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
元
帥
は
、
六
月
一
日
後
な
ら
い
つ
で
も
、﹇
英
米
軍
を
﹈
進
軍
さ
せ
て
、
敵
を
彼
等
の
陣
地
か
ら

排
除
す
る
用
意
が
で
き
て
い
る
。
三
日
以
内
に
、
チ
ト
ー
が
あ
な
た
の
大
使
と
我
々
の
﹇
大
使
﹈
に
対
し
て
、
我
々
が
書
き
提
示
し
た

合
意
内
容
に
関
し
て
、
満
足
の
い
く
返
答
を
し
な
け
れ
ば
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
、
彼
の
﹇
軍
事
的
﹈
連
絡
線
と
﹇
英
米
﹈
連

合
軍
政
政
府
の
防
衛
の
た
め
に
、
ベ
ネ
ジ
ア
・
ギ
ウ
リ
ア
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
﹈
の
よ
う
に
必
要
な
地
域
を
力
で
占
領
す

　
（
一
四
三
八
）



ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

 

一
三
三

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

る
こ
と
を
命
令
す
べ
き
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
今
度
は
、
た
だ
の
脅
し
で
は
、
チ
ト
ー
の
脅
威
を
排
除
で
き
な
い
と
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、

こ
の
進
軍
に
躊
躇
す
れ
ば
、
か
え
っ
て
ソ
連
と
の
世
界
戦
争
に
な
る
と
し
、
そ
う
な
れ
ば
、
か
つ
て
な
い
ま
で
欧
州
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う

と
警
告
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
人
が
、
今
ま
で
は
、
静
か
に
し
て
い
る
と
い
う
事
実
は
重
要
で
あ
る
。
い
っ
た
ん
我
々
が
そ
れ
﹇
ロ
シ
ア
﹈
に
、
我
々
を
ど
こ

ま
で
も
後
退
さ
せ
ら
れ
る
と
考
え
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、
欧
州
に
は
、
世
界
が
い
ま
だ
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
恐
ろ
し
い
戦

争
以
外
の
将
来
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
の
悲
観
的
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。「
我
々

に
と
っ
て
有
利
な
状
況
と
現
場
で
強
力
な
戦
線
を
見
せ
れ
ば
、
平
和
と
正
義
の
た
め
の
満
足
の
い
く
そ
し
て
し
っ
か
り
し
た
基
礎
を
築
け
る

か
も
し
れ
な
い
。」
彼
が
提
案
し
て
い
る
の
は
、
危
険
で
大
き
な
政
治
的
・
軍
事
的
な
賭
け
で
あ
っ
た（

53
）。

　

し
か
し
、
米
側
は
、
ソ
連
側
が
す
で
に
中
・
東
欧
の
い
く
つ
か
の
主
要
問
題
で
譲
歩
し
始
め
て
い
る
と
判
断
し
て
い
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は

チ
ャ
ー
チ
ル
に
、
彼
の
特
別
使
節
ハ
リ
ー
・
ホ
プ
キ
ン
ス
（H

arry H
opkins

）
が
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
一
連
の
会
談
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題

で
い
わ
ゆ
る
大
成
功
を
収
め
た
と
報
告
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
で
す
ら
、
六
月
四
日
の
電
報
で
、
ホ
プ
キ
ン
ス
が
献
身
的
な
努
力
を
し
た
こ
と
を

認
め
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
対
ソ
協
調
の
た
め
に
、
ド
イ
ツ
占
領
地
域
で
米
軍
が
突
出
し
て
い
る
地
域
か
ら
撤
収
し
、
ソ
連

軍
に
あ
け
わ
た
す
と
示
唆
し
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
の
米
側
の
楽
観
を
ひ
ど
く
心
配
し
、
結
果
と
し
て
、
彼
自
身
が
孤
立
す
る
こ
と
に
な

　
（
一
四
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っ
た
。
六
月
四
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
提
案
し
て
い
る
こ
の
譲
歩
が
、
欧
州
講
和
を
完
全
に
崩
壊
さ
せ
る
と
警
告

し
た
。米

陸
軍
を
中
央
地
区
の
我
々
の
占
領
線
ま
で
撤
退
さ
せ
る
こ
と
が
、
ソ
連
の
力
を
西
欧
の
中
心
に
導
き
い
れ
、
我
々
と
東
方
の
す
べ
て

の
間
に
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
下
り
て
し
ま
う
こ
と
を
、
私
は
深
く
心
配
し
て
い
る
。
も
し
な
さ
れ
る
な
ら
、
こ
の
撤
退
に
伴
っ
て
、
世
界

平
和
の
真
の
基
礎
と
な
る
多
く
の
重
大
問
題
の
解
決
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
私
は
希
望
し
て
い
る
。
い
ま
だ
に
、
本
当
に
重
要
な
こ
と

は
何
も
解
決
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
し
て
あ
な
た
と
私
は
、
将
来
へ
の
大
き
な
責
任
を
担
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
私
は
﹇
撤

退
の
﹈
予
定
が
先
延
ば
し
さ
れ
る
こ
と
を
ま
だ
希
望
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
で
き
な
い
の
な
ら
、
私
は
七
月
一
五
日
な
ら
受
け

入
れ
る
。

六
月
七
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
欧
州
の
将
来
を
次
の
よ
う
に
悲
観
し
て
い
た
。「
私
は
、
今
ほ
ど
欧
州
の
状
況
に
関
し
て
心
配
し
た
こ
と
は

な
い
。」
し
か
し
、
英
人
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
す
ら
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
に
対
す
る
戦
闘
の
可
能
性
が
消
え
次
第
、
英
米
の
上
陸
作
戦
部
隊

の
解
散
を
準
備
し
始
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
八
日
の
電
報
で
、
彼
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
、
ウ
ィ
ー
ン
へ
の
英
米
代
表
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
、

ソ
連
が
妥
協
し
た
こ
と
を
告
げ
た（

54
）。

　

さ
ら
に
、
皮
肉
な
こ
と
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
チ
ト
ー
が
、
ト
リ
エ
ス
テ
に
関
す
る
英
米
の
要
求
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
、
対
ソ
戦
争
の
可

能
性
は
消
え
、「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
の
発
動
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
が
考
え
て
い
た
、熱
戦
と
い
う
選
択
肢
は
消
え
、

一
九
四
一
年
の
ソ
連
勢
力
圏
ま
で
の
押
し
返
す
と
い
う
彼
の
構
想
も
大
き
く
後
退
し
始
め
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

を
知
っ
て
い
た
か
は
ま
だ
不
明
で
あ
る
が
、
歴
史
家
バ
ナ
ク
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
彼
は
チ
ト
ー
に
対
し
て
、「
ト
リ
エ
ス
テ
問
題
で
、
第
三

　
（
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四
四
〇
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次
世
界
大
戦
を
始
め
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
述
べ
、
四
八
時
間
以
内
に
チ
ト
ー
軍
を
撤
収
す
る
よ
う
に
命
令
し
た
と
い
う
。
チ
ト
ー
は
基
本

的
に
ス
タ
ー
リ
ン
の
命
令
に
従
っ
た
。
実
は
、
彼
は
、
の
ち
に
引
き
延
ば
し
戦
術
を
駆
使
し
、
そ
の
占
領
を
す
こ
し
で
も
長
引
か
せ
よ
う
と

す
る
が
、
結
果
的
に
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
六
月
九
日
、
チ
ト
ー
は
事
実
上
「
降
伏
」
し
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
こ
の
結
果
を
ス
タ
ー

リ
ン
の
調
停
の
成
果
と
受
け
止
め
、
後
か
ら
見
れ
ば
短
期
的
な
も
の
と
な
っ
た
が
、
来
る
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
間
で
受
け

入
れ
可
能
な
戦
後
世
界
秩
序
の
樹
立
が
可
能
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
観
点
か
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
関
与
が
確

定
的
で
、
か
つ
当
該
状
況
下
で
軍
事
的
に
ソ
連
側
が
明
確
に
不
利
で
あ
る
と
い
う
ふ
た
つ
の
条
件
を
満
た
す
、
便
利
な
政
治
的
・
軍
事
的
問

題
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た（

55
）。

　

こ
こ
に
お
い
て
、
六
月
八
日
付
の
チ
ャ
ー
チ
ル
宛
の
メ
モ
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
ソ
連
側
の
陸
上
兵
力
と
戦
術
航
空
戦
力
に
お
け
る
優
位
を
強
調

し
、
こ
の
軍
事
的
冒
険
の
無
謀
さ
を
悟
ら
せ
よ
う
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
陸
上
兵
力
の
比
率
で
は
、
一
対
二
・
五
で
あ
り
、
兵
力
量
で
は
、

英
米
連
合
側
は
、
ア
メ
リ
カ
が
六
四
個
師
団
、
英
連
邦
が
三
五
個
師
団
、
さ
ら
に
四
個
師
団
の
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
政
権
軍
で
、
全
部
あ
わ
せ

る
と
二
三
個
機
甲
師
団
を
含
む
一
〇
三
個
師
団
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
は
英
米
標
準
で
、
三
六
個
機
甲
師
団
を
含
む
二
六

四
個
師
団
で
あ
っ
た
。
戦
術
航
空
戦
力
の
比
率
で
は
、
一
対
二
で
あ
り
、
兵
力
量
で
は
、
英
米
連
合
側
は
、
ア
メ
リ
カ
が
三
四
八
〇
機
、
英

連
邦
が
二
三
七
〇
機
、
そ
し
て
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
一
九
八
機
で
、
全
部
で
六
〇
四
八
機
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ソ
連
軍
は
一
一

八
〇
二
機
と
算
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
英
米
側
は
、
戦
略
爆
撃
能
力
に
関
し
て
は
圧
倒
的
な
優
位
を
保
っ
て
い
た
。
英
米
連
合
側
は
、

ア
メ
リ
カ
は
一
〇
〇
八
機
、
英
連
邦
が
一
七
二
二
機
、
そ
し
て
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
軍
が
二
〇
機
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
側
は

無
視
で
き
る
内
容
と
判
断
さ
れ
て
い
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｓ
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
、
こ
の
軍
事
的
冒
険
は
不
可
能
と
警
告
し
た
。

従
っ
て
、
我
々
の
見
解
で
は
、
い
っ
た
ん
戦
争
が
始
ま
れ
ば
、
素
早
く
限
定
的
な
成
功
を
収
め
る
こ
と
は
我
々
の
能
力
外
で
あ
り
、
そ

　
（
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し
て
厳
し
い
勝
ち
目
の
長
い
戦
争
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
に
違
い
な
い
。
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
人
達
が
﹇
こ
の
戦
争
に
﹈
う
ん
ざ
り
し

て
無
関
心
と
な
り
、
太
平
洋
戦
争
と
い
う
磁
石
に
引
っ
張
ら
れ
始
め
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
勝
ち
目
は
空
想
的
な
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
結
論
で
も
、
チ
ャ
ー
チ
ル
を
説
得
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た（

56
）。

　

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
の
ウ
ィ
ー
ン
に
関
す
る
楽
観
は
長
続
き
し
な
か
っ
た
。
六
月
九
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
の
こ
と
を
ト
ル
ー
マ

ン
に
伝
え
た
。
英
米
代
表
の
ウ
ィ
ー
ン
駐
留
を
ソ
連
側
が
拒
否
し
た
こ
と
は
、
ソ
連
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
支
配
で
は
な
く
、
欧
州
の
東
半
分
で

の
ソ
連
勢
力
圏
の
拡
張
を
意
味
す
る
と
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
主
張
し
た
。

我
々
の
ウ
ィ
ー
ン
使
節
は
、
六
月
一
〇
日
か
一
一
日
ま
で
に
撤
収
す
る
よ
う
に
、
ト
ル
ブ
キ
ン
元
帥
に
命
令
さ
れ
た
。
彼
等
は
、
厳
密

な
市
境
界
外
の
す
べ
て
の
視
察
が
許
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、﹇
英
米
﹈
連
合
側
に
は
一
飛
行
場
だ
け
が
﹇
利
用
を
﹈
許
可
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
で
あ
り
、
合
意
に
よ
っ
て
、
国
自
体
と
同
じ
く
、﹇
四
大
国
に
よ
る
占
領
の
た
め
に
﹈
四
つ
の
地
区

に
分
割
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
人
達
以
外
は
、
そ
こ
で
な
ん
の
権
力
も
持
っ
て
お
ら
ず
、
通
常
の
外
交
的
特
権
す
ら

許
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
で
譲
歩
す
れ
ば
、
我
々
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ソ
連
化
し
た
欧
州
の
半
分
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。

チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
対
し
て
、
こ
の
ウ
ィ
ー
ン
の
状
況
と
ソ
連
に
よ
る
ド
イ
ツ
で
の
英
米
軍
の
撤
退
要
求
を
結
び
付
け
て
考
え
る

よ
う
に
求
め
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
の
ソ
連
化
も
付
け
加
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
全
面
戦
争
を
も
い
と
わ
な
い
強
い
決
意
を
持
っ
て
、
英
米
が

協
力
し
て
対
決
す
る
と
い
う
前
の
立
場
に
回
帰
す
る
よ
う
に
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
懇
請
し
て
い
た
。「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
関
す

　
（
一
四
四
二
）



ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

 

一
三
七

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

る
解
決
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
中
央
欧
州
戦
線
で
の
﹇
米
軍
の
﹈
撤
退
を
拒
否
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
？
た
し
か
に
、
最
低
限
、﹇
占

領
﹈
地
域
に
関
す
る
全
体
合
意
は
、
同
時
に
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
？
」
と
は
い
え
、
六
月
九
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ア
レ

キ
サ
ン
ダ
ー
に
対
し
て
、
後
者
の
判
断
で
、
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
英
軍
事
代
表
は
米
軍
事
代
表
と
と
も
に
、
ソ
連
側
に
対
し
て
英
米
の
抗
議
を
明

白
に
し
つ
つ
、
撤
退
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
許
可
し
た（

57
）。

第
五
節　

チ
ャ
ー
チ
ル
の
壮
大
な
構
想
の
崩
壊

　

ト
リ
エ
ス
テ
危
機
が
一
応
の
解
決
を
み
た
あ
と
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
次
の
「
引
き
金
」
候
補
を
探
す
が
ご
と
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
に
対
し
て
「
純
粋

仮
定
上
の
不
足
の
事
態
」
に
対
応
す
る
研
究
を
用
意
す
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
作
業
用
質
問
を
提
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、「
ア

メ
リ
カ
人
が
彼
等
の
﹇
本
来
合
意
さ
れ
た
占
領
﹈
地
域
に
後
退
し
、
彼
等
の
部
隊
の
大
部
分
を
米
本
土
や
太
平
洋
に
移
動
し
た
場
合
に
、
ロ

シ
ア
人
は
北
海
と
大
西
洋
ま
で
勢
力
を
拡
張
で
き
る
」
の
か
。
第
二
に
、
フ
ラ
ン
ス
と
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
が
ソ
連
の
侵
攻
に
対
し
て
無
力
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
英
国
は
英
本
土
を
防
衛
で
き
る
か
。
第
三
に
、
英
本
土
防
衛
に
必
要
な
航
空
、
海
軍
、
陸
軍
兵
力
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。
第
四
に
、「
デ
ン
マ
ー
ク
の
飛
行
場
」
を
確
保
し
た
場
合
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
か
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
国
で
対
ソ
防
衛
用
に
橋
頭
堡
を
確

保
す
る
場
合
の
軍
事
的
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
ア
ラ
ン
ブ
ル
ッ
ク
の
六
月
一
一
日
付
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
自
ら

の
内
閣
に
対
し
て
、「
欧
州
情
勢
に
関
す
る
長
く
ひ
ど
く
憂
鬱
な
報
告
」
を
行
っ
た
と
い
う
。
そ
の
な
か
で
、
首
相
は
、
歴
史
上
一
回
の
例

外
を
除
け
ば
、
欧
州
の
西
方
面
に
ロ
シ
ア
が
こ
れ
以
上
進
出
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
、
そ
の
勢
力
を
拡
張
し
た
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
、「
い

つ
で
も
」
ロ
シ
ア
は
、
欧
州
の
残
り
を
席
巻
し
、
イ
ギ
リ
ス
を
英
本
土
に
追
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
彼
は
嘆
い
て
い
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル

は
、
米
軍
が
欧
州
か
ら
撤
収
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
悲
し
み
、「
彼
等
が
早
く
撤
収
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
等
は
こ
こ
に
ふ
た
た
び
﹇
ソ
連
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と
戦
う
た
め
に
﹈
早
く
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
予
想
し
て
い
た
。
最
後
に
、
彼
は
、
こ
う
述
べ
て
、
報
告
を
締
め

く
く
っ
た
と
い
う
。「
彼
の
人
生
に
お
い
て
、
現
在
よ
り
も
、
欧
州
情
勢
が
心
配
な
こ
と
は
な
か
っ
た（

58
）。」

　

六
月
一
一
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
、
チ
ト
ー
や
ソ
連
だ
け
で
な
く
フ
ラ
ン
ス
も
加
え
た
「
土
地
収
奪
者
達
」（land 

grabbers

）
に
対
抗
す
る
た
め
、
一
時
的
な
英
米
軍
事
勢
力
圏
を
設
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
。
レ
バ
ン
ト
地
方
と
西
イ
タ
リ
ア
で
の

仏
伊
間
の
領
土
論
争
を
加
え
て
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
こ
う
述
べ
て
い
た
。「
全
体
と
し
て
、
レ
バ
ン
ト
、
ベ
ネ
ジ
ア
・
ギ
ウ
リ
ア
﹇
ヴ
ェ
ネ
ツ

ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
﹈
そ
し
て
ポ
ー
ラ
と
西
イ
タ
リ
ア
﹇
の
状
況
﹈
は
、
土
地
収
奪
者
達
に
は
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。
が
、
我
々
は
、
こ

れ
ら
の
﹇
状
況
﹈
を
、「﹇
英
米
が
﹈
共
同
し
て
対
決
す
る
」（united w

e stand

）
を
モ
ッ
ト
ー
と
す
る
よ
り
大
き
な
﹇
軍
事
的
勢
力
﹈
圏

に
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る（

59
）。」

　

し
か
し
、
米
政
府
に
は
、
一
時
的
と
は
い
え
、
合
意
線
を
越
え
て
英
米
軍
事
勢
力
圏
を
設
定
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
は
、

チ
ャ
ー
チ
ル
ほ
ど
絶
望
的
で
も
悲
観
的
で
も
な
か
っ
た
。
彼
は
、
ロ
シ
ア
と
の
戦
後
協
調
を
ま
だ
あ
き
ら
め
て
お
ら
ず
、
軍
事
的
圧
力
で
ソ

連
に
対
応
す
る
よ
り
も
、
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。
六
月
一
二
日
の
電
報
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
、「
他
の
問
題
を
解
決
す
る

圧
力
に
使
用
す
る
目
的
で
、
ソ
連
ゾ
ー
ン
か
ら
の
米
部
隊
撤
退
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
同
会
談
前
に
米
軍
兵
力
を
撤
退
す

る
と
チ
ャ
ー
チ
ル
に
通
告
し
た
。
そ
し
て
、
彼
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
、
米
軍
が
二
一
日
に
独
墺
の
突
出
地
域
か
ら
撤
退
す
る
と
ス
タ
ー
リ
ン
に

伝
え
る
電
報
草
稿
を
、
承
認
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
こ
の
決
定
は
、
チ
ャ
ー
チ
ル
の
壮
大
な
構
想
を
完
全
に
崩
壊
さ
せ
て
し
ま
っ
た（

60
）。

　

六
月
一
四
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ト
ル
ー
マ
ン
に
こ
う
伝
え
る
こ
と
で
、
後
者
の
決
定
を
皮
肉
っ
た
。「
あ
な
た
の
行
動
が
、
長

期
的
に
欧
州
で
の
永
続
的
な
平
和
を
可
能
に
す
る
こ
と
を
、
心
か
ら
希
望
し
て
い
る
。」
戦
中
の
外
交
を
よ
く
知
っ
て
い
た
彼
は
、
こ
の
ド

イ
ツ
占
領
ゾ
ー
ン
区
分
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
と
の
「
短
く
か
つ
英
米
合
意
だ
け
を
念
頭
に
し
た
」
取
り
決
め
に
す
ぎ
な
い
と
示
唆
し

て
い
た
。
彼
は
、
米
軍
が
突
出
地
域
か
ら
撤
退
す
る
な
ら
、
英
軍
も
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
わ
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
は
、
一
方
的

　
（
一
四
四
四
）



ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

 

一
三
九

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

な
譲
歩
と
い
う
形
は
避
け
、
英
米
軍
の
撤
退
と
引
き
換
え
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
英
ゾ
ー
ン
を
占
拠
し
て
い
た
ソ
連
軍
を
撤
退
さ
せ
る
の
に

使
用
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
六
月
一
四
日
の
電
報
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
対
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
二
一
日
か
ら
米
軍
は
撤

収
す
る
と
通
告
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
余
裕
か
ら
か
、
一
六
日
の
返
電
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
モ
ス
ク
ワ
で
の
対
独
戦
勝
記
念
式
典
へ
の
将

軍
連
の
参
加
の
た
め
、
七
月
一
日
に
、
撤
退
開
始
日
を
遅
ら
せ
る
よ
う
に
要
請
し
て
き
た
。
六
月
一
六
日
の
電
報
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
カ

ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
首
相
に
対
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
に
関
し
て
の
厳
し
い
見
通
し
を
伝
え
た
。「
こ

れ
は
、
困
難
で
致
命
的
な
会
議
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
欧
州
の
将
来
、
そ
し
て
い
や
全
世
界
の
平
和
﹇
の
行
方
﹈
が
我
々
の
討
議
の
結
果
に
か

か
っ
て
い
る
。
我
々
は
よ
い
決
断
に
た
ど
り
着
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
信
じ
る
。」
一
八
日
の
電
報
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
、

米
軍
司
令
官
達
に
対
し
て
七
月
一
日
か
ら
撤
退
す
る
よ
う
に
命
令
し
た
と
伝
え
た（

61
）。

　

ア
メ
リ
カ
の
決
定
に
失
望
し
た
も
の
の
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
英
連
邦
軍
だ
け
で
、
将
来
の
望
ま
し
い
欧
州
秩
序
を
実
現
し
よ
う
と
決
心
し

て
い
た
。
六
月
一
八
日
の
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
宛
の
電
報
で
、
次
の
よ
う
に
彼
は
伝
え
た
。

貴
官
指
揮
下
の
イ
タ
リ
ア
ー
オ
ー
ス
ト
リ
ア
地
域
の
軍
事
的
弱
体
化
（denudation

）、
そ
し
て
特
に
、
第
一
〇
山
岳
﹇
師
団
﹈
以
外

の
全
米
軍
師
団
の
撤
退
を
深
く
憂
慮
し
て
い
る
。
合
衆
国
は
、
イ
タ
リ
ア
問
題
で
の
主
導
権
を
と
ろ
う
と
発
言
力
を
強
め
て
い
る
が
、

私
個
人
と
し
て
は
、
こ
れ
に
反
対
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
の
よ
う
な
不
適
切
な
兵
力
で
、
チ
ト
ー
と
の
紛
争
や
イ
タ
リ

ア
自
体
で
の
﹇
そ
れ
﹈
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
全
米
軍
が
撤
退
し
て
、
大
き
な
責
任
が
政
治
的
に
我
々
に
の
し
か
か
っ

て
い
る
。

こ
の
観
点
か
ら
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
に
よ
る
楽
観
的
な
必
要
兵
力
算
定
を
批
判
し
た
。「
貴
官
の
電
報
で
、
私
を
不
安
に
さ

　
（
一
四
四
五
）
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せ
て
い
る
の
は
、
貴
官
が
こ
の
す
べ
て
﹇
米
軍
撤
退
﹈
に
合
意
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
一
二
月
以
後
に
貴
官
に
残
さ
れ

る
部
隊
で
十
分
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。﹇
増
援
が
必
要
な
場
合
に
、﹈
我
々
が
そ
の
地
域
﹇
ギ
リ
シ
ャ
﹈
で
得
た
す
べ
て
を

放
棄
で
も
し
な
い
か
ぎ
り
、
し
ば
ら
く
ギ
リ
シ
ャ
駐
留
部
隊
を
削
減
で
き
る
可
能
性
は
な
い
。」
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
彼
自
身
が
こ
の
問
題
を

Ｃ
Ｏ
Ｓ
と
議
論
す
る
と
示
唆
し
た（

62
）。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・
ジ
ュ
ー
リ
ア
で
で
き
る
だ
け
多
く
の
米
軍
確
保
に
つ
と
め
る
と
返
答
し
た
。

六
月
一
九
日
の
電
報
で
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
、
Ｃ
Ｏ
Ｓ
が
全
戦
線
で
兵
力
不
足
に
苦
し
ん
で
い
る
と
指
摘
し
た
も
の
の
「
イ
タ
リ
ア
で
の

強
力
な
部
隊
、
特
に
よ
り
強
力
な
米
軍
を
歓
迎
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
、
彼
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
の
な

か
に
は
彼
の
意
見
に
賛
同
す
る
者
が
い
る
と
し
た
。「
あ
な
た
へ
の
情
報
と
し
て
、
カ
ー
ク
米
大
使
は
欧
州
で
ア
メ
リ
カ
が
強
力
な
部
隊
を

欧
州
に
維
持
す
る
必
要
性
を
熱
烈
に
感
じ
て
い
る
。」
米
軍
撤
退
を
踏
ま
え
た
の
か
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
六
月
二
日
の
英
米
に
よ
る
最
後
通

牒
は
「
ユ
ー
ゴ
人
民
の
最
低
限
の
願
い
」
を
尊
重
し
て
い
な
い
と
非
難
し
始
め
た
。
英
米
側
に
と
っ
て
軍
事
的
バ
ラ
ン
ス
が
悪
化
す
る
な
か

で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
ま
で
、
首
脳
間
で
の
意
見
交
換
を
延
期
し
よ
う
と
し
て
い
た（

63
）。

　

ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
に
関
し
て
、
七
月
二
日
付
の
電
報
で
、
ト
ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ
ル
に
対
し
て
、
新
し
い
暫
定
内
閣
を
同
時
に
承
認
す

る
よ
う
に
提
案
し
、
こ
の
政
権
は
ヤ
ル
タ
で
の
決
定
と
矛
盾
し
て
い
な
い
と
主
張
し
た
。
彼
に
は
、
ヤ
ル
タ
合
意
を
変
更
す
る
つ
も
り
は
も

は
や
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
七
月
三
日
の
返
答
で
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
こ
の
提
案
が
唐
突
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
批
判
し
た
も
の
の
、
こ
の
問

題
で
ソ
連
と
対
立
す
る
気
は
う
せ
、
こ
の
承
認
に
合
意
し
た
。
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
ト
ル
ー
マ
ン
は
、
承
認
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
遅
ら
せ
る
こ

と
に
は
合
意
し
た（

64
）。

　

失
意
の
チ
ャ
ー
チ
ル
を
す
こ
し
安
心
さ
せ
た
の
は
、
Ｊ
Ｐ
が
そ
の
七
月
一
一
日
の
報
告
の
な
か
で
、
ロ
シ
ア
が
か
な
り
遠
い
将
来
に
大
量

の
ロ
ケ
ッ
ト
兵
器
や
そ
れ
に
類
す
る
新
兵
器
を
獲
得
す
る
ま
で
、
英
本
土
を
危
機
に
陥
れ
る
よ
う
な
脅
威
は
存
在
し
な
い
と
し
た
こ
と
で
あ

　
（
一
四
四
六
）
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ろ
う（

65
）。

む
す
び
に
か
え
て

　
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
を
、ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
だ
け
に
結
び
つ
け
る
の
は
問
題
が
あ
る
。
同
作
戦
は
、チ
ャ
ー
チ
ル
に
よ
る
戦
後
欧
州
・

中
東
秩
序
の
一
大
転
換
、
す
な
わ
ち
パ
ー
セ
ン
ト
合
意
と
ヤ
ル
タ
合
意
す
ら
破
棄
し
て
、
事
実
上
、
ソ
連
勢
力
を
一
九
四
一
年
当
時
の
勢
力

圏
ま
で
押
し
返
そ
う
と
い
う
壮
大
な
構
想
と
直
結
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
、
彼
が
ま
ず
期

待
し
た
の
は
、
英
米
ソ
間
で
合
意
し
た
対
独
作
戦
地
域
の
線
か
ら
、
大
き
く
突
出
し
て
い
た
米
英
陸
軍
の
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
、

ド
イ
ツ
問
題
で
の
ソ
連
の
譲
歩
は
と
も
か
く
、
す
で
に
ソ
連
側
に
占
領
さ
れ
た
東
欧
地
域
を
確
実
に
取
り
返
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
観
点
か
ら
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
を
、
そ
の
壮
大
な
構
想
の
実
現
の
た
め
に
最
大
限
利
用
し
よ
う
と
し
た
。
彼
は
、

ソ
連
を
東
欧
、
地
中
海
か
ら
放
逐
す
る
た
め
、
熱
戦
を
恐
れ
ず
、
軍
事
的
衝
突
と
い
う
圧
力
を
か
け
た
。
い
や
、
熱
戦
の
引
き
金
と
な
る
こ

と
す
ら
期
待
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
も
、
彼
か
ら
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
軍
が
全
面
的
に
英
連
邦
軍
を
支
援
し
、
必
要
と
あ
れ
ば

共
に
戦
っ
て
く
れ
る
と
い
う
保
証
が
な
け
れ
ば
、
彼
の
壮
大
な
構
想
は
実
現
す
る
わ
け
も
な
く
、
米
軍
を
共
同
作
戦
に
コ
ミ
ッ
ト
さ
せ
る
に

は
、
同
危
機
の
深
刻
化
は
絶
好
の
機
会
と
写
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
政
府
と
軍
部
に
、
積
極
的
に
軍
事
的
関
与
を
さ

せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
の
研
究
指
令
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
彼
は
、
必
要
と
あ
れ
ば
最
悪
の
場
合
、

英
米
軍
が
ソ
連
に
対
し
て
一
大
奇
襲
作
戦
を
実
行
し
、
第
三
次
世
界
大
戦
を
引
き
起
こ
す
覚
悟
で
、
そ
れ
を
行
っ
て
い
た
。
少
な
く
と
も
、

彼
に
と
っ
て
は
、
冷
戦
の
開
始
以
前
に
、
熱
戦
の
可
能
性
い
や
覚
悟
が
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
、
ソ
連
と
ユ
ー
ゴ
側
の
妥
協
に
よ
り
、

そ
の
引
き
金
は
引
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
し
、
英
軍
自
体
が
こ
の
作
戦
の
成
功
を
う
た
が
っ
た
た
め
、
熱
戦
に
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ

　
（
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た
。
し
か
し
、
チ
ャ
ー
チ
ル
が
熱
戦
を
覚
悟
し
て
ま
で
も
、
パ
ー
セ
ン
ト
合
意
と
ヤ
ル
タ
会
談
で
決
め
ら
れ
た
英
米
ソ
間
の
欧
州
で
の
事
実

上
の
勢
力
圏
線
引
き
を
解
消
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
、
英
米
ソ
間
の
関
係
が
単
な
る
確
執
の
レ
ベ
ル
か
ら
本
格
的
対
決
の
レ
ベ
ル
へ
と
性
格

的
な
変
化
が
生
じ
た
。
こ
れ
を
媒
体
と
し
て
、
熱
戦
で
は
な
い
が
、
最
悪
の
場
合
熱
戦
を
も
辞
さ
な
い
形
で
の
対
決
と
い
う
対
抗
姿
勢
が
英

軍
内
部
に
根
付
い
て
い
く
。
ふ
り
か
え
れ
ば
、
英
軍
首
脳
は
、
な
ん
と
か
チ
ャ
ー
チ
ル
の
冒
険
主
義
的
賭
け
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
も
の
の
、

ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
そ
の
終
了
期
に
発
生
し
た
ト
ル
コ
問
題
を
通
じ
て
、
ソ
連
対
英
米
と
い
う
図
式
に
よ
る
、
勢
力
圏
防
衛
と
し
て
の
冷
戦

の
形
を
恒
常
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
チ
ャ
ー
チ
ル
の
熱
戦
と
い
う
圧
力
の
結
果
、
英
軍
部
は
彼
と
は
違
う
形
で
の
対
応
を
強
い
ら
れ
、
冷
戦
と

い
う
形
を
提
示
し
た
と
言
え
な
く
も
な
い
。
と
は
い
え
、
あ
と
か
ら
見
れ
ば
、
彼
等
に
と
っ
て
、
冷
戦
の
形
を
明
白
に
す
る
に
は
、
ア
メ
リ

カ
に
よ
る
核
保
有
と
い
う
切
り
札
が
必
要
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、彼
等
に
と
っ
て
、現
実
は
と
も
か
く
認
識
の
上
で
は
、「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」

作
戦
は
、
ア
メ
リ
カ
の
核
保
有
と
い
う
一
大
事
件
に
よ
り
、
考
え
ら
れ
る
作
戦
す
な
わ
ち
「
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

英
外
務
省
に
し
て
も
、
こ
の
形
の
恒
常
化
を
避
け
る
た
め
一
九
四
六
年
終
わ
り
頃
ま
で
努
力
し
た
も
の
の
、
結
局
は
こ
の
恒
常
化
を
受
け
入

れ
た
。
た
だ
、
彼
等
に
し
て
も
、
こ
の
形
が
恒
常
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
現
実
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
。（
ト
ル
コ
問
題
と
関
連
し
て
、

英
米
両
軍
が
ど
の
よ
う
に
冷
戦
の
形
と
ル
ー
ル
を
定
義
付
け
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
近
々
、
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
。）

　

ア
メ
リ
カ
の
ト
ル
ー
マ
ン
新
政
権
に
と
っ
て
も
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
へ
の
関
与
は
冷
戦
へ
の
道
を
決
定
す
る
上
で
、
大
き
な
一
歩
と
な
っ

た
。
こ
の
危
機
が
な
け
れ
ば
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
政
権
の
対
欧
州
、
対
地
中
海
政
策
す
な
わ
ち
不
干
渉
政
策
を
、
こ
れ
ほ

ど
早
く
か
つ
完
全
な
ま
で
に
放
棄
し
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
ト
ル
ー
マ
ン
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
で
の
ソ
連
と
の
対
決
に
躊
躇
し
て
い
た

が
ゆ
え
に
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
を
通
じ
て
、
ソ
連
と
の
対
決
を
地
中
海
と
欧
州
で
行
う
こ
と
を
受
け
入
れ
た
こ
と
は
、
大
き
な
進
展
で
あ
っ

た
。
確
か
に
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
の
時
点
で
、
彼
等
が
冷
戦
と
い
う
形
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
だ
、
太
平
洋
で
の
戦
い
は
終

了
し
て
お
ら
ず
、
核
兵
器
は
完
成
し
て
い
な
か
っ
た
。
ト
ル
ー
マ
ン
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
以
前
に
、
ソ
連
と
の
対
立
を
決
定
的
に
激
化
す
る

　
（
一
四
四
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こ
と
は
避
け
た
か
っ
た
。
彼
の
回
想
録
は
、
次
の
よ
う
に
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
を
め
ぐ
る
英
米
首
脳
の
政
策
の
違
い
を
表
現
し
て
い
る
。

私
は
、
我
々
が
も
う
ひ
と
つ
の
世
界
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
形
で
、
バ
ル
カ
ン
半
島
﹇
の
問
題
﹈
に
関
与
し
た
く
な
か
っ
た
。
私
は
、

ロ
シ
ア
人
に
で
き
る
だ
け
早
く
対
日
戦
に
参
加
さ
せ
、
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
の
命
を
救
う
こ
と
に
必
死
だ
っ
た
。

　

一
方
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
、
ギ
リ
シ
ャ
、
エ
ジ
プ
ト
そ
し
て
中
東
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
を
維
持
す
る
た
め
に
、
東
地
中
海
地
域
の

英
支
配
を
守
ろ
う
と
い
つ
も
必
死
だ
っ
た
。
私
は
、
彼
が
取
っ
た
こ
の
立
場
に
関
し
て
、
彼
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
私
が
彼

の
立
場
だ
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
彼
が
そ
う
し
よ
う
と
し
た
ご
と
く
、
や
ろ
う
と
し
た
で
あ
ろ
う（

66
）。

実
は
、
こ
の
回
想
録
に
描
か
れ
て
い
る
ほ
ど
、
ト
ル
ー
マ
ン
が
関
与
に
消
極
的
だ
っ
た
と
は
思
え
な
い
。
チ
ト
ー
お
よ
び
ソ
連
と
の
万
が
一

の
対
決
に
備
え
て
、
ア
メ
リ
カ
が
援
軍
準
備
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
こ
れ
に
反
す
る
事
実
で
あ
る
。
危
機
が
回
避
で
き
た
の
は
、
皮
肉
な
こ

と
に
、
ソ
連
側
の
自
重
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
強
調
す
べ
き
は
、
こ
の
援
軍
準
備
が
、
け
っ
し
て
彼
に
と
っ
て
の
冷
戦
の
開
始
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
う
な
る
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
が
。

　

原
爆
使
用
と
日
本
の
降
伏
と
い
う
ほ
ん
の
一
〇
日
間
に
も
満
た
な
い
間
に
起
こ
っ
た
、
外
交
軍
事
上
の
一
大
変
革
の
あ
と
、
ト
ル
ー
マ
ン

は
世
界
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
形
と
い
う
前
提
す
ら
放
棄
し
、
地
中
海
で
の
イ
ギ
リ
ス
勢
力
圏
防
衛
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
っ
た
。
そ

れ
に
は
、
ト
ル
コ
問
題
さ
ら
に
日
本
を
め
ぐ
る
勢
力
圏
問
題
と
い
う
契
機
も
あ
っ
た
。

　

米
軍
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
英
米
軍
共
同
の
形
で
チ
ト
ー
軍
と
対
峠
し
た
こ
と
で
、
の
ち
に
ト
ル
コ
問
題
で
の
英
米
共
同
の
対
処
と
い
う

冷
戦
の
形
の
恒
常
化
が
定
着
し
て
い
く
道
が
開
か
れ
た
。（
も
ち
ろ
ん
、
米
軍
の
ト
ル
コ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
英
軍
の
そ
れ
と
は
違
う
が
。）

米
国
務
省
に
と
っ
て
は
、
ソ
連
と
の
世
界
戦
争
と
い
う
影
を
感
じ
た
初
め
て
の
体
験
で
あ
っ
た
。
こ
の
の
ち
し
ば
ら
く
、
彼
等
は
、
そ
れ
を

　
（
一
四
四
九
）
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五
八
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四
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避
け
つ
つ
、
さ
ら
に
対
ソ
協
調
の
道
を
探
そ
う
と
す
る
が
、
結
局
成
功
す
る
こ
と
な
く
、
冷
戦
と
そ
れ
に
と
も
な
う
封
じ
込
め
政
策
と
い
う

形
を
受
け
入
れ
る
。

　

英
米
の
政
府
と
軍
部
に
と
っ
て
、
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
延
長
上
の
歴
史
的
事
件
で
も
な
け
れ
ば
、
冷
戦
の
始
ま
り
の

事
件
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
三
次
世
界
大
戦
の
危
機
を
初
め
て
感
じ
さ
せ
た
事
件
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
冷
戦
へ
の
道
を
用
意
し
た

一
方
で
、
現
実
と
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
熱
戦
に
関
す
る
現
実
的
恐
れ
を
定
着
さ
せ
た
最
初
の
事
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

冷
戦
終
了
ま
で
、
世
界
に
ま
と
わ
り
つ
い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

（
1
）　

Julian L
ew

is, C
h

a
n

gin
g D

irection
: B

ritish
 M

ilita
ry P

la
n

n
in

g for P
ost-w

a
r S

tra
tegic D

efen
ce 1942

‒47 (Second E
dition) (L

ondon, 2003).

本

論
文
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
八
十
田
博
人
・
松
本
佐
保
両
氏
か
ら
貴
重
な
援
助
を
受
け
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
2
）　

Ibid
., pp. xxxvii-xxxviii.

「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦
が
解
禁
さ
れ
る
こ
と
で
、
ル
イ
ス
は
、
自
分
の
著
書
の
改
訂
版
を
書
く
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。

（
3
）　

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
で
ト
リ
エ
ス
テ
危
機
に
関
し
て
、
傑
出
し
て
い
る
の
は
こ
れ
ら
の
研
究
で
あ
る
。R

oberto G
. R

abel, B
etw

een
 E

a
st a

n
d

 W
est: 

Trieste, th
e U

n
ited

 S
ta

tes, a
n

d
 th

e C
old

 W
a

r, 1941

‒1954 (D
urham

, 1988); R
ichard S. D

inardo, “G
lim

pse of an O
ld W

orld O
rder? R

econsidering 

the T
rieste C

risis of 1945, ” D
ip

lom
a

tic H
istory, V

ol. 21, N
o. 3 (Sum

m
er 1997) pp. 365

‒381.  

と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
、「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作

戦
の
解
禁
以
前
の
研
究
で
あ
り
、
こ
の
要
因
を
当
然
な
が
ら
考
慮
し
て
い
な
い
。
同
作
戦
を
広
い
見
地
か
ら
検
討
し
た
研
究
に
、
鈴
木
陽
一
「
想
像
を
絶
す
る
作
戦

―

チ
ャ
ー
チ
ル
の
ロ
シ
ア
急
襲
計
画 

一
九
四
五
年
七
月
一
日
」『
国
際
政
治
』
第
一
四
四
号
（
二
〇
〇
六
年
二
月
）
六
九―

八
四
頁
。
ま
た
、
本
論
文
で
は
、
ス

ペ
ー
ス
上
の
問
題
ゆ
え
に
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
関
連
研
究
書
の
紹
介
を
省
略
す
る
。

（
4
）　

U
.S. M

ilitary A
ttache (M

A
), L

ondon (P
rim

e M
inister-P

M
) to P

resident of the U
nited States, N

o. 905 (M
arch 8, 1945) F

older #99, “P
rim

e-P
res. 

R
oosevelt-January-A

pril, 1945, ” R
ecords of U

.S. JC
S, C

hairm
an ’s F

ile, A
dm

iral L
eahy, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 16, N

ational A
rchives II, W

ashington 

D
.C

.

（
5
）　

“N
ote w

ritten by P
M

 during B
alkans conversations w

ith M
arshal Stalin at the K

rem
lin, O

ctober 9, 1944 ”; R
ussian version of “N

ote w
ritten by P

M
 

during B
alkans conversations w

ith M
arshal Stalin at the K

rem
lin, O

ctober 9, 1944 ”; C
hurchill ’s personal m

em
o “B

alkans ” (O
ctober 11, 1944) P

R
E

M
 

　
（
一
四
五
〇
）
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一
四
五

同
志
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五
八
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四
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3/66/7, form
erly P

ublic R
ecord O

ffice, now
 N

ational A
rchives, K

ew
, L

ondon.

（
6
）　

U
S M

A
, L

ondon (P
M

) to P
resident, N

o. 905 (M
arch 8, 1945) F

older #99, “P
rim

e-P
res. R

oosevelt-January-A
pril, 1945, ” C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒48, 

R
G

 218, B
ox

 16. S
ee also P

M
 to P

resid
en

t, C
-907 (M

arch
 10, 1945) in

 W
arren

 F. K
im

b
all ed

., C
h

u
rch

ill &
 R

oosev
elt: T

h
e C

om
p

lete 

C
orresp

on
d

en
ce: V

ol. III. A
llia

n
ce D

eclin
in

g F
ebru

a
ry

 1
9

4
4

‒A
p

ril 1
9

4
5

 (P
rin

ceton
, 1984) p

p
. 551

‒2; P
resid

en
t to P

M
, R

-713 (M
arch

 11, 

1945), R
-714 (M

arch 11, 1945), R
-715 (M

arch 12, 1945) in ibid
., pp. 560

‒563; P
resident to P

M
, R

-718 (M
arch 15, 1945) in ibid

., p. 568; P
M

 to 

P
resident, C

-912 (M
arch 16, 1945) in ibid

., p. 571.

（
7
）　

C
hurchill to F

oreign Secretary, M
 196/5 (M

arch 11, 1945); E
den to P

M
, P

M
/45/111 (M

arch 15, 1945) P
R

E
M

 3/495/5.

（
8
）　

P
M

 to P
resident, C

-925 (M
arch 27, 1945) in C

h
u

rch
ill &

 R
oosevelt: T

h
e C

om
p

lete C
orresp

on
d

en
ce: V

ol. III, pp. 587

‒589; P
resident to P

M
, 

R
-729 (M

arch 29, 1945) in ibid
., p. 594; P

resident to P
M

, R
-730 (M

arch 29, 1945) in ibid
., pp. 595

‒597; P
M

 to P
resident, C

-928 (M
arch 30, 1945) in 

ibid
., p. 598; P

resident to P
M

, R
-732 (M

arch 31, 1945) in ibid
., pp. 601.

（
9
）　

P
M

 to P
resident, C

-931 (A
pril 1, 1945) in ibid

., p. 605. 

駐
英
大
使
ジ
ョ
ン
・
ワ
イ
ナ
ン
ト
（John W

inant

）
は
、
ロ
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
対
し
て
、「
も
し
ロ

シ
ア
人
達
が
強
硬
に
な
り
、
ル
ブ
リ
ン
政
権
の
承
認
を
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
の
﹇
国
連
創
設
会
議
﹈
に
出
席
す
る
た
め
の
条
件
に
す
れ
ば
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
会
議

に
欠
席
す
る
決
意
を
し
て
い
る
よ
う
だ
」
と
警
告
し
て
い
た
。M

A
, L

ondon (W
inant) to P

resident, N
o. 2117 (A

pril 2, 1945) “P
resident-W

inant, 1945, ” 

M
ap R

oom
 F

ile, B
ox 11, the F

ranklin D
. R

oosevelt L
ibrary. H

yde P
ark, N

Y.; P
resident to P

M
, R

-733 (A
pril 4, 1945) in C

h
u

rch
ill &

 R
oosevelt: T

h
e 

C
om

p
lete C

orresp
on

d
en

ce: V
ol. III, pp. 607

‒608; P
M

 to P
resident, C

-934 (A
pril 5, 1945) in ibid

., p. 613; P
resident to P

M
, R

-736 (A
pril 6, 1945) in 

ibid
., p. 617.

（
10
）　

C
h

u
rch

ill &
 R

oosevelt: T
h

e C
om

p
lete C

orresp
on

d
en

ce: V
ol. III, pp. 609

‒612; L
eahy to P

resident, O
ut 344 (A

pril 4, 1945); H
arrim

an to the 

P
resident, N

o. 1922 (A
pril 3, 1945); L

eahy to P
resident, a draft of N

o. 402 (A
pril 11, 1945); H

arrim
an to P

resident, N
o. 9544 (A

pril 12, 1945) M
ap 

R
oom

 F
ile, B

ox 23, “T
rip to W

arm
 Springs, G

A
, 29 M

arch

‒13 A
pril, 1945); R

oosevelt to Stalin (A
pril 11, 1945) M

ap R
oom

 F
ile, B

ox 9, F
older #1, 

“F
D

R
-Stalin C

orrespondence (Typew
ritten C

opies), ” F
D

R
 L

ibrary.

（
11
）　

G
.A

. L
incoln, “ M

em
o for R

ecord: Subject: C
onference w

ith State D
epartm

ent on C
C

S 739/1 w
hich pertains principally to the occupation of the 

V
enezia-G

iulia ” (A
pril 24, 1945); “A

ppendix: D
raft L

etter from
 Secretaries of W

ar and N
avy to Secretary of State ” (undated) F

older #76, “T
ito 

(Yugoslavio) (sic), ” R
ecords of U

S JC
S, C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

　
（
一
四
五
一
）
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（
12
）　

G
.A

. L
incoln, “ M

em
o for R

ecord ” (A
pril 24, 1945); “A

ppendix: D
raft L

etter ” (undated) F
older #76, “T

ito (Yugoslavio) (sic), ” C
hairm

an ’s F
ile, 

1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
13
）　

Ibid. 

横
線
は
原
文
の
ま
ま
。

（
14
）　

Ibid.

（
15
）　

“C
opy of letter from

 the Secretary of State [A
cting G

rew
] to the Secretary of W

ar [Stim
son] (A

pril 26, 1945), ” F
older #76, “T

ito (Yugoslavio) 

(sic), ” R
ecords of U

S JC
S, C

hairm
an ’s F

ile, A
dm

iral L
eahy, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12; U

.S. D
epartm

ent of State, F
oreign

 R
ela

tion
s of th

e U
n

ited
 

S
ta

tes, D
ip

lom
a

tic P
a

p
ers, 1945, V

ol. IV, E
u

rop
e (W

ashington D
.C

., U
SG

P
O

, 1968) p. 1124. (H
ereafter, this series w

ill be abbreviated as F
R

U
S

.)

（
16
）　

M
em

o from
 L

incoln to C
om

m
ander P

enny (A
pril 27, 1945) F

older #76, “T
ito (Yugoslavio) (sic), ” R

ecords of U
S JC

S, C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, 

R
G

 218, B
ox 12; U

.S. F
R

U
S

, 1945, IV, p. 1125.

（
17
）　

Ibid
., pp. 1127

‒1128; p. 1132.

（
18
）　

Ibid
., pp. 1129

‒30.

（
19
）　

F
oreign O

ffice (F
O

) to W
ashington, N

o. 3942 (A
pril 20, 1945) P

R
E

M
 3/495/5.

（
20
）　

M
A

, L
ondon (P

rim
e M

inister-P
M

) to P
resident, N

o. 22 (A
pril 30, 1945) F

older #98, C
hairm

an ’s F
ile, A

dm
iral L

eahy, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 16; 

F
R

U
S

, 1945, IV
., p. 1132; U

S M
A

, L
ondon (P

M
) to P

resident, N
o. 24 (A

pril 30, 1945) F
older #98, C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 16; A

F
H

Q
, 

C
aserta, Italy (A

lexander) to W
ar D

epartm
ent (W

D
) (originally to C

C
S, C

O
S and SH

A
E

F
), F

X
 68304 (N

A
F

 936) (A
pril 30, 1945) F

older #76, “T
ito 

(Yugoslavio) (sic), ” C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
21
）　

C
aserta (M

acM
illan) to F

O
, N

o. 756 (M
ay 1, 1945); A

F
H

Q
, C

aserta, Italy (A
lexander) to W

D
 (originally to C

C
S, C

O
S and SH

A
E

F
), F

X
 69610 

(N
A

F
 943) (M

ay 2, 1945); C
O

S to A
F

H
Q

 (A
lexander) (Info: JSM

), C
O

SM
E

D
 220 (M

ay 2, 1945) F
older #76, “T

ito (Yugoslavio) (sic), ” C
hairm

an ’s 

F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
22
）　

F
R

U
S

, 1
9

4
5

, IV
, pp. 1132

‒1135; “M
em

o for A
dm

iral L
eahy ” (M

ay 3, 1945) and L
eahy ’s handw

riting in this m
em

o; W
D

 (M
arshall) to A

F
H

Q
, 

C
aserta, Italy (M

cN
arney), W

A
R

 76530 (M
ay 3, 1945); A

F
H

Q
, C

aserta, Italy (M
cN

arney) to W
D

 (M
arshall), F

 70414 (M
ay 4, 1945); A

F
H

Q
, C

aserta, 

Italy (A
lexander) to W

D
 (originally to C

C
S, C

O
S and SH

A
E

F
), F

X
 70677 (N

A
F

 947) (M
ay 4, 1945) F

older #76, “T
ito (Yugoslavio) (sic), ” C

hairm
an ’

s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

　
（
一
四
五
二
）
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（
23
）　

F
R

U
S

, 1945, IV
., p. 1138; p. 1144; A

F
H

Q
, C

aserta, Italy (A
lexander) to W

D
 (originally to C

C
S, C

O
S, SH

A
E

F, E
isenhow

er and C
lark), F

X
 71153 

(N
A

F
 948) (M

ay 5, 1945) F
older #76, “T

ito (Yugoslavio) (sic), ” C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
24
）　

U
S M

A
, L

ondon (P
M

) to P
resident, N

o. 34 (M
ay 6, 1945) F

older #98, C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 16; C

O
S (45) 128 M

tg. (M
ay 15, 

1945) C
A

B
 79/33.

（
25
）　

F
R

U
S

, 1945, IV
., pp. 1146

‒48; p. 1151. See also A
F

H
Q

, C
aserta, Italy (A

lexander) to W
D

 (originally to C
C

S, C
O

S and SH
A

E
F

), F
X

 72855 (N
A

F
 

954) (M
ay 9, 1945) F

older #76, “T
ito (Yugoslavio) (sic), ” C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
26
）　

F
R

U
S

, 1945, IV
., pp. 1152

‒1154.

（
27
）　

Ibid
., pp. 1154

‒1155.

（
28
）　

U
S M

A
, L

ondon (P
M

) to P
resident, N

o. 40 (M
ay 11, 1945) F

older #98, C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 16.

（
29
）　

U
S M

A
, L

ondon, E
ngland (P

M
) to P

resident, N
o. 41 (M

ay 11, 1945) F
older #98, C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 16.

（
30
）　

Ibid.

（
31
）　

P
resident to P

M
, N

o. 34 (M
ay 12, 1945) P

R
E

M
 3/495/1; P

M
 to P

resident, N
o. 45, (M

ay 12, 1945) P
R

E
M

 3/495/1.  

五
月
一
四
日
、
チ
ャ
ー
チ
ル
は
Ｎ
Ｚ

首
相
に
こ
の
返
答
を
回
覧
し
た
。Telegram

 from
 P.M

. to N
ew

 Z
ealand (P.M

.) (San F
rancisco) (W

IN
C

H
 N

o. 4 or F.O
. Serial N

o. 684) (M
ay 14, 1945) 

C
H

A
R

 20/219/14, C
hurchill C

ollege, C
am

bridge U
niversity.

（
32
）　

P
M

 to P
resident, N

o. 45 (M
ay 12, 1945) P

R
E

M
 3/495/1.

（
33
）　

P.M
. to N

ew
 Z

ealand (P.M
.) (San F

rancisco), (W
IN

C
H

 N
o. 2 or F.O

. Serial N
o. 682) (M

ay 13, 1945) C
H

A
R

 20/219/11; P
M

 to P
resident, N

o. 48 

(M
ay 14, 1945) C

H
A

R
 20/219/16; P

M
 to P

resident, N
o. 49 (M

ay 14, 1945) C
H

A
R

 20/219/17

‒19.

（
34
）　

C
C

S to A
F

H
Q

, C
aserta, Italy (A

lexander) (also to B
JSM

, SH
A

E
F

 and C
O

S), W
A

R
X

 81318 (M
ay 12, 1945) F

older #76, “T
ito (Yugoslavio) (sic), ” 

C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
35
）　

A
F

H
Q

, C
aserta, Italy (A

lexan
d

er) to W
D

 (origin
ally to C

C
S

, C
O

S
, C

lark an
d

 S
H

A
E

F
), F

X
 73972 (N

A
F

 960) (M
ay 11, 1945); C

C
S

 to A
F

H
Q

, 

C
aserta, Italy (A

lexander) (also to B
JSM

, SH
A

E
F

 and C
O

S), W
A

R
X

 81318 (M
ay 12, 1945); “M

em
o by the U

.S. C
hiefs of Staff ” (undated); “M

em
o 

by the U
.S. C

hiefs of Staff ” (M
ay 11, 1945) F

older #76, “T
ito (Yugoslavio) (sic), ” C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
36
）　

P
resident to P

M
, N

o. 37 (M
ay 14, 1945) C

H
A

R
 20/219/29.

　
（
一
四
五
三
）



ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

 

一
四
八

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

（
37
）　

W
ashington to F

O
 (E

den in D
C

 to P
M

), N
o. 3344 (M

ay 14, 1945) (D
. M

ay 14, R
. M

ay 15) C
H

A
R

 20/219/37; W
ashington to F

O
 (E

den in D
C

 to 

P
M

), N
o. 3343 (M

ay 14, 1945) (D
. M

ay 14, R
. M

ay 15) C
H

A
R

 20/219/44.
（
38
）　

P
M

 to P
resident N

o. 51 (M
ay 15, 1945) C

H
A

R
 20/219/36; F

O
 to W

ashington (P
M

 to E
den) (M

ay 16, 1945) C
H

A
R

 20/219/58; P
resident to P

M
, N

o. 

42 (M
ay 16, 1945) C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒1948, F
older #76 “T

ito (Yugoslavia), ” R
G

 218, B
ox 12.

（
39
）　

P
M

 to L
ord H

alifax (M
ay 14, 1945) C

H
A

R
 20/219/25; P

M
 to P

resident, N
o. 39 (M

ay 14, 1945) C
H

A
R

 20/219/33; W
ashington to F

O
 (E

den in D
C

 to 

P
M

), N
o. 3342 (M

ay 14, 1945) (D
. M

ay 14, R
. M

ay 15) C
H

A
R

 20/219/41

‒3; P
M

 to Stalin, N
o 2624 to M

oscow
 (M

ay 15, 1945) C
H

A
R

 20/219/52; W
ar 

C
abinet O

ffice (P
M

) to A
lexander (M

ay 16, 1945) C
H

A
R

 20/219/54; A
F

H
Q

, C
aserta, Italy (A

lexander) to W
D

 (also to C
C

S, C
O

S, and SH
A

E
F

) F
X

 

76414 (N
A

F
 971) (M

ay 16, 1945) &
 F

X
 76415 (N

A
F

 972) (M
ay 16, 1945) F

older #76, “T
ito (Yugoslavio) (sic), ” C

hairm
an ’s F

ile, 1942

‒48, R
G

 218, 

B
ox 12.

（
40
）　

M
arshall to P

resident (M
ay 17, 1945); M

arshall to P
resident (M

ay 18, 1945) C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, F
older #125 “M

em
o to &

 from
 P

resident, 

1945, ” R
G

 218, B
ox 20.

（
41
）　

W
ashington to F

O
 (E

den to P
M

), N
o. 3387 (M

ay 16, 1945) C
H

A
R

 20/219/63; P
M

 to T
ito (M

ay 16, 1945) C
H

A
R

 20/219/66.  

ト
ル
ー
マ
ン
は
チ
ャ
ー
チ

ル
に
対
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
に
憤
慨
を
伝
え
た
と
知
ら
せ
た
。T

rum
an to P

M
, N

o. 41 (M
ay 16, 1945) C

H
A

R
 20/219/72.

（
42
）　

P
M

 to T
rum

an, N
o. 52 (M

ay 19, 1945) C
H

A
R

 20/219/89; R
obert H

. F
errell ed., O

ff th
e R

ecord
: T

h
e P

riva
te P

a
p

ers of H
a

rry S
. Tru

m
a

n
 (N

.Y., 

1980) pp. 31

‒32. 

ウ
ォ
ル
ド
・
Ｈ
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ク
ス
著
、
麻
田
貞
雄
訳
『
増
補
グ
ル
ー
大
使
と
日
米
外
交
』（
グ
ル
ー
基
金
、
二
〇
〇
〇
年
）
三
三
八
頁
。

（
43
）　

P
resident to P

M
, N

o. 44 (M
ay 21, 1945) C

H
A

R
 20/219/104.

（
44
）　

P
M

 to P
resident, N

o. 53 (M
ay 21, 1945) C

H
A

R
 20/219/107; P

resident to P
M

, N
o. 45 (M

ay 21, 1945) C
H

A
R

 20/219/71; F
R

U
S

, T
h

e C
on

feren
ce of 

B
erlin

 1945, V
ol. I., p. 20; A

F
H

Q
, C

aserta, Italy (A
lexander) to W

D
 (also to C

C
S, C

O
S, SH

A
E

F, and 15 th A
rm

y G
roup) F

X
 83202 (N

A
F

 996) (M
ay 

27, 1945) F
older #76, “T

ito (Yugoslavio) (sic), ” C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12.

（
45
）　

F
errell ed., O

ff th
e R

ecord
, p. 35.

（
46
）　

F
R

U
S

, T
h

e C
on

feren
ce of B

erlin
 1945, V

ol. I , pp. 66

‒67.

（
47
）　

O
ffice of the C

abinet, L
ondon to A

lexander (P
M

 to A
lexander) (M

ay 29, 1945) C
H

A
R

 20/220/22.

（
48
）　

W
ar C

abinet, Joint P
lanning Staff, “‘O

peration 'U
N

T
H

IN
K

A
B

L
E

’” (F
inal) (M

ay 22, 1945) C
A

B
 120/691.  

鈴
木
陽
一
・
池
田
亮
両
氏
の
お
か
げ
で
、
こ

　
（
一
四
五
四
）



ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

 

一
四
九

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

の
一
連
の
フ
ァ
イ
ル
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
49
）　

Ibid.  

Ｊ
Ｐ
は
、
侵
攻
に
関
し
て
、
ふ
た
つ
の
主
攻
方
面
を
考
え
て
い
た
。
北
は
、
シ
ュ
テ
ッ
テ
ン-

シ
ュ
ナ
ィ
デ
ム
ー
ル-

ビ
ド
ゴ
シ
ュ
チ
ュ
（Stettin-

Schneidem
uhl-B

ydgoszez

）
の
線
で
あ
り
、
南
は
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ-

コ
ッ
ト
ブ
ス-

ポ
ズ
ナ
ン
及
び
ブ
レ
ス
ラ
ウ
（L

eipzig-C
ottbus-P

oznan &
 B

reslau

）
の
線

で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
地
名
に
関
し
て
、
ク
リ
ス
・
ス
ピ
ル
マ
ン
氏
の
援
助
を
得
た
。

（
50
）　

Ibid.

（
51
）　

Ibid.

（
52
）　

F
ield M

arshal L
ord A

lanbrooke, A
lex D

anchev and D
aniel Todm

an eds., W
a

r D
ia

ries, 1939

‒1945 (L
ondon, 2001) pp. 693

‒695.

（
53
）　

P
M

 to P
resident, N

o. 64 (June 2, 1945) C
H

A
R

 20/220/45

‒46.

（
54
）　

P
M

 to P
resident, N

o. 72 (June 4, 1945) C
H

A
R

 20/220/72

‒3; U
S M

A
, L

ondon (P
M

) to P
resident, N

o. 78 (June 7, 1945) F
older #98, C

hairm
an ’s 

F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 16; A

.F.H
.Q

. (A
lexander) to C

O
S and U

.S. JC
S via JSM

, F
X

 88056 (June 5, 1945) F
older #76, “T

ito (Yugoslavio) (sic), ” 

C
hairm

an ’s F
ile, 1942

‒48, R
G

 218, B
ox 12; A

F
H

Q
 to A

M
SSO

 (A
lexander to P

M
), F. 89658 (June 8, 1945) C

H
A

R
 20/220/118.

（
55
）　

Ivo B
anac, W

ith
 S

ta
lin

 a
ga

in
st T

ito: C
om

in
form

ist S
p

lits in
 Y

u
gosla

v C
om

m
u

n
ism

 (Ithaca, 1988) p. 17; D
inardo, op

. cit., p. 378.

（
56
）　

C
O

S to P.M
. (June 8, 1945) C

A
B

 120/691.

（
57
）　

P
M

 to P
resident, N

o. 81 (June 9, 1945) C
H

A
R

 20/220/123; A
M

SSO
 to A

F
H

Q
 (P

M
 to A

lexander), N
o. 3664 (June 9, 1945) C

H
A

R
 20/220/124.

（
58
）　

C
hurchill to G

eneral Ism
ay and C

O
S (June 10, 1945) C

A
B

 120/691; A
lanbrooke, W

a
r D

ia
ries, 1939

‒1945, p. 697.

（
59
）　

P
M

 to P
resident, N

o. 84 (June 11, 1945) C
H

A
R

 20/221/12.

（
60
）　

P
resident to P

M
, N

o. 70 (June 12, 1945) C
H

A
R

 20/221/19

‒20.

（
61
）　

P
M

 to P
resident, N

o. 87 (June 14, 1945) C
H

A
R

 20/221/27; P
resident to P

M
, N

o. 71 (June 14, 1945) C
H

A
R

 20/221/32; Stalin to P
M

 (June 17, 

1945) C
H

A
R

 20/221/72; D
.O

. to C
anada, A

ustralia, N
Z

 (G
O

V
T

s.) (P
M

 to P
M

), N
o. 137(C

anada), N
o. 197 (A

ustralia), N
o. 138 (N

Z
) (June 16, 1945) 

C
H

A
R

 20/221/51; P
resident to P

M
, N

o. 77 (June 18, 1945) C
H

A
R

 20/221/74.

（
62
）　

C
abinet O

ffice (P
M

) to A
lexander (June 18, 1945) C

H
A

R
 20/221/71.

（
63
）　

A
lexander to P

M
, M

A
 1109 (June 19, 1945) C

H
A

R
 20/221/82; Stalin to P

M
 (June 21, 1945) C

H
A

R
 20/221/86; P

M
 to Stalin (June 25, 1945) C

H
A

R
 

20/221/105.

　
（
一
四
五
五
）



ト
リ
エ
ス
テ
危
機
と
「
ア
ン
シ
ン
カ
ブ
ル
」
作
戦

 

一
五
〇

同
志
社
法
学　

五
八
巻
四
号

（
64
）　

P
resident to P

M
, N

o. 83 (July 2, 1945) C
H

A
R

 20/222/9; P
M

 to P
resident, N

o. 101 (July 3, 1945) C
H

A
R

 20/222/11; P
resident to P

M
, N

o. 85 (July 3, 

1945) C
H

A
R

 20/222/15.
（
65
）　

JP, C
O

S, “O
peration ‘U

N
T

H
IN

K
A

B
L

E
’” (F

inal) (July 11, 1945) C
A

B
 120/691.

（
66
）　

H
arry S. T

rum
an, M

em
oirs by H

a
rry S

. Tru
m

a
n

, 1945: Yea
r of D

ecision
s (N

.Y., 1955) p. 245.

　
（
一
四
五
六
）


